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たちに、画一的でなく、伸びやかな発想で自分を表現できる心を育むことを目指しています。写真は2016年に完成した小学校の校
舎（上段左）にあるステンドグラス（上段右、下段左右）と、2019年に完成した木造の体育館（下段中央）です。
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助

成

業

務

　

助
成
業
務
で
は
、
補
助
事
業
、
貸
付
事
業
、

寄
付
金
事
業
、
学
術
研
究
振
興
基
金
・
資
金

事
業
、
経
営
支
援
・
情
報
提
供
事
業
、
助
成

事
業
の
六
つ
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
の
助
成
勘
定
に
お
け
る
損
益

の
状
況
は
図
１
の
と
お
り
で
す
。

６
３
８
法
人
（
８
６
１
校
）
に
３
１
６
６
億

２
７
５
７
万
円
を
交
付

　

国
か
ら
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
の
交

　
補
助
事
業

付
を
受
け
、
こ
れ
を
財
源
と
し
て
、
大
学
等

を
設
置
し
て
い
る
学
校
法
人
に
補
助
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
の
補
助
事
業
計
画
額
３
１
７
８

億
３
７
１
３
万
円
に
対
し
、
３
１
６
６
億

２
７
５
７
万
円
を
６
３
８
法
人
、
８
６
１
校

に
交
付
し
ま
し
た
（
表
１
）。

※�

補
助
事
業
の
詳
細
は
、
本
誌
４
月
号

（
Ｖ
Ｏ
Ｌ
・
２
６
８
、
２
～
４
頁
）
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。

78
法
人
に
４
８
５
億
２
５
３
０
万
円
を
貸
し

付
け

　

学
校
法
人
等
に
対
し
て
、
設
置
す
る
私
立

学
校
の
校
地
・
校
舎
等
の
施
設
設
備
の
整
備

に
要
す
る
資
金
、
そ
の
他
経
営
に
必
要
な
資

金
の
貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
貸
付
事
業

　

私
学
事
業
団
の
助
成
業
務
と
共
済
業
務
に
お
け
る
令
和
元
年
度
の
業
務
報
告
及
び
決
算
の

状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
決
算
は
文
部
科
学
大
臣
の
承
認
を
受
け
た
後
、
官
報
に

公
告
し
、
私
学
事
業
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
財
務
情
報
▼
決
算
等
の
公
告
〕
に
掲
載
し
ま
す
。

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

令
和
元
年
度

私
学
事
業
団
の
業
務
報
告
及
び
決
算

　

令
和
元
年
度
の
貸
付
事
業
計
画
額
６
２
５

億
円
に
対
し
、
貸
付
実
績
額
は
４
８
５
億

２
５
３
０
万
円
で
し
た
（
表
２
）。
貸
付
金

の
財
源
は
、
国
の
財
政
融
資
資
金
２
９
１
億

円
、厚
生
年
金
勘
定
か
ら
の
借
り
入
れ
１
６
１

億
円
、
貸
付
回
収
金
等
33
億
２
５
３
０
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
年
度
末
の
貸
付
金
残
高
は

５
６
５
７
億
７
６
２
２
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

受
配
者
指
定
寄
付
金
の
受
入
れ
と
配
付

　

私
立
学
校
の
教
育
と
研
究
の
振
興
の
た
め

に
企
業
等
か
ら
寄
付
金
を
受
け
入
れ
、
こ
れ

を
寄
付
者
が
指
定
し
た
学
校
法
人
に
配
付
し

て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
の
受
入
計
画
額
２
２
０
億
円

に
対
し
、受
入
実
績
額
は
２
５
７
億
１
６
０
５

　
寄
付
金
事
業

図１　助成勘定の損益状況（単位：億円）

貸倒引当金戻入  0

当期総利益  0

収益　3,648
その他  15

補助金等収益
3,167

その他  23 
費用　3,647 　人件費  10 

交付補助金
3,166

業務経費  6 

貸付金
利息
55

貸付金
利息
32

寄附金収益
411

配付寄附金
410

表１　学校種別の補助金交付状況

区　　分 学　校
総　数

交　付
学校数

補助金
総　額

補助金の平均額
１　校
当たり

学生１人
当たり

大　　学
校 校 百万円 百万円 千円

607 576 298,991 519 150 

短期大学 309 282 17,246 61 155 

高等専門
学　　校 3 3 391 130 201 

計 919 861 316,628 368 150 

注）  表1〜3については、単位未満の端数を四捨五入しているため、合計が一致し
ないことがあります。

注）  図1〜10については、単位未満の端数を四捨五入しているた
め、合計が一致しないことがあります。

表２　貸付事業実績

区　　　分 貸　付　実　績
件　数 金　額

一 般 施 設 費
件 百万円

85 39,147 

教 育 環 境 整 備 費 8 4,135 

災 害 復 旧 費 3 199 

公 害 対 策 費 1 17 

特 別 施 設 費 3 5,028 

合　　　計 100 48,525 

表３　受配者指定寄付金の受入れ・配付状況
区　　　　分 実 績 額

前 年 度 繰 越 金 A
百万円

30,076 

受 入 額
一 　 般 　 寄 　 付 25,366 
現 　 物 　 寄 　 付 351 
　 　 　 計 　 　 B 25,716 

合 計 A + B = C 55,792 

配 付 額
一 　 般 　 寄 　 付 40,597 
現 　 物 　 寄 　 付 351 
　 　 　 計 　 　 D 40,948 

翌 　 年 　 度 　 繰 　 越 　 金 　C－D 14,844 



3

令和 2年 9月 1日　第 2 7 3 号

万
円
で
し
た
。
こ
れ
に
、
前
年
度
か
ら
の
繰

越
額
を
加
え
た
５
５
７
億
９
２
０
５
万
円
が

学
校
法
人
に
対
す
る
配
付
の
財
源
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
寄
付
金
の
配
付
実
績

額
は
４
０
９
億
４
７
７
３
万
円
と
な
り
、
財

源
と
の
差
額
１
４
８
億
４
４
３
２
万
円
を
次

年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
（
表
３
）。

　

こ
の
寄
付
金
の
繰
り
越
し
は
、
年
度
末
に

受
け
入
れ
た
寄
付
金
の
配
付
が
翌
年
度
以
降

と
な
っ
た
こ
と
等
が
要
因
で
す
。

若
手
・
女
性
研
究
者
奨
励
金

　

私
立
学
校
が
取
り
組
む
、
多
様
で
特
色
あ

る
教
育
・
研
究
の
次
世
代
の
担
い
手
と
な
る

人
財
の
育
成
を
図
る
た
め
、
特
色
あ
る
研
究

に
対
し
て
研
究
奨
励
金
を
配
付
し
て
い
ま
す
。

そ
の
財
源
は
、
企
業
等
社
会
一
般
か
ら
幅
広

く
募
集
す
る
寄
付
金
に
よ
り
賄
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
は
配
付
計
画
額
２
５
０
０
万

円
に
対
し
、
62
研
究
に
２
４
８
０
万
円
を
配

付
し
ま
し
た
（
表
４
）。

41
研
究
に
８
１
１
０
万
円
を
交
付

　

私
立
学
校
の
学
術
研
究
に
直
接
必
要
な
資

金
を
交
付
す
る
た
め
、
学
術
研
究
振
興
基
金

に
広
く
一
般
か
ら
寄
付
金
を
受
け
入
れ
、
こ

の
基
金
の
運
用
益
を
学
術
研
究
振
興
資
金
と

し
て
学
術
研
究
の
た
め
の
設
備
の
取
得
費
、

維
持
費
等
に
対
し
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

学
術
研
究
振
興
基
金
の
令
和
元
年
度
の
受

入
計
画
額
１
０
０
万
円
に
対
し
、
受
入
実
績

は
27
万
円
で
し
た
。
昭
和
50
年
度
創
設
の
本

基
金
の
令
和
元
年
度
末
保
有
額
は
54
億
１
５

１
１
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
学
術
研
究
振

興
資
金
の
元
年
度
の
交
付
計
画
額
８
０
０
０

万
円
に
対
し
、
41
研
究
に
８
１
１
０
万
円
を

交
付
し
ま
し
た
（
表
５
）。

私
立
学
校
の
教
育
条
件
及
び
経
営
に
関
す
る

調
査
・
研
究
、
指
導
・
助
言

　

学
校
法
人
の
依
頼
に
応
じ
て
、「
経
営
改

善
計
画
の
作
成
支
援
」、「
学
生
募
集
」
及

び
「
人
件
費
の
見
直
し
」
等
の
経
営
上
の
諸

課
題
に
つ
い
て
分
析
資
料
を
提
供
し
た
う
え

で
、
学
校
法
人
と
本
事
業
団
職
員
が
意
見
交

換
を
行
い
、
解
決
策
を
探
る
面
談
形
式
の
経

営
相
談
を
行
い
ま
し
た
。
経
営
相
談
以
外
に

も
会
計
処
理
等
の
質
問
や
財
務
分
析
等
の
簡

易
な
要
望
事
項
に
対
し
て
電
話
・
メ
ー
ル
等

で
対
応
し
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
は
、「
自
己
診
断
チ
ェ
ッ
ク
リ�

ス
ト
」
に
つ
い
て
、
本
誌
及
び
私
学
事
業
団

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
こ
と
で
周
知
を

図
り
、研
修
会
等
で
も
説
明
し
ま
し
た
。「
経

営
判
断
指
標
」
に
つ
い
て
は
、
私
学
事
業
団

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
私
学

ス
タ
ッ
フ
セ
ミ
ナ
ー
に
お
い
て
説
明
を
行
い
、

経
営
判
断
指
標
に
基
づ
く
経
営
状
態
の
把
握

に
つ
い
て
そ
の
活
用
方
法
の
周
知
に
努
め
ま

し
た
。
ま
た
、
健
全
な
学
校
法
人
運
営
の
た

め
の
参
考
資
料
と
し
て
、
大
学
・
短
期
大
学
・

高
等
専
門
学
校
法
人
に
、「
定
量
的
な
経
営
判

断
指
標
に
基
づ
く
経
営
状
態
の
区
分
」（
経
営

判
断
指
標
の
集
計
結
果
）を
発
送
し
ま
し
た
。

私
立
学
校
の
教
育
条
件
及
び
経
営
に
関
す
る

情
報
収
集
・
提
供

　

学
校
法
人
の
教
育
条
件
及
び
経
営
に
関
す

る
情
報
収
集
を
行
い
、
学
校
法
人
及
び
関
係

者
に
対
し
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
令
和

元
年
度
は
、
全
国
の
私
立
学
校
の
財
政
状
況

を
集
計
し
た
「
今
日
の
私
学
財
政
」
を
発
行

し
ま
し
た
。
ま
た
、
私
立
大
学
・
短
期
大
学

及
び
私
立
高
等
学
校
の
「
入
学
志
願
動
向
」、

私
立
大
学
・
短
期
大
学
の
教
育
情
報
を
取
り

ま
と
め
た
「
私
立
大
学
・
短
期
大
学
教
育
の

現
状
」
を
私
学
事
業
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
し
く
み
を

利
用
し
た
「
私
学
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
」
に

よ
る
財
務
帳
票
等
の
提
供
や
、
講
演
な
ど
を

通
し
た
情
報
提
供
等
も
行
い
ま
し
た
。

各
種
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施

　

大
学
・
短
期
大
学
法
人
の
理
事
長
・
学
長

等
の
リ
ー
ダ
ー
を
対
象
と
し
て
、
経
営
・
教

学
面
の
知
識
を
深
め
、
改
革
に
向
け
た
意
欲

形
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
「
私
学
リ
ー

ダ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
、
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ

レ
ス
（
新
任
理
事
編
）
及
び
大
阪
ガ
ー
デ
ン

パ
レ
ス
（
大
学
・
短
期
大
学
編
）
の
２
会
場

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
学
・
短
期
大
学
の
若
手
職
員
を

対
象
と
し
て
、
学
校
法
人
の
経
営
や
高
等
教

育
政
策
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
大
学
職
員

と
し
て
の
資
質
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

「
私
学
ス
タ
ッ
フ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
、仙
台
ガ
ー

デ
ン
パ
レ
ス
及
び
広
島
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
の

２
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

大
学
ポ
ー
ト
レ
ー
ト

　

国
公
私
立
大
学
の
教
育
情
報
を
公
表
・
活

　
学
術
研
究
振
興
基
金
・
資
金
事
業

　
経
営
支
援
・
情
報
提
供
事
業

表４　若手・女性研究者奨励金の配付状況

分 野 研 究 数 配 付 額

若 手 研 究 者
奨 励 金

件 千円
31 12,400 

女 性 研 究 者
奨 励 金 31 12,400 

合 計 62 24,800 

　

表５　学術研究振興資金の交付状況
分 野 研 究 数 交 付 額

医 学
件 千円

14 29,100 
環 境 科 学 0 0 
理 学 8 20,900 
工 学 6 12,400 
農 学 3 9,900 
文 学 4 4,100 
法 学 0 0 
経 済 学 2 1,400 
家 政 学 0 0 
体 育 学 0 0 
教 育 学 4 3,300 

合 計 41 81,100 



4

令和 2年 9月 1日　第 2 7 3 号

用
す
る
た
め
の
共
通
的
な
し
く
み
で
あ
る

「
大
学
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
（
私
学
版
）」
を
運
用

管
理
し
、
周
知
を
図
る
た
め
の
広
報
活
動
も

行
い
ま
し
た
。

私
学
研
修
福
祉
会
へ
の
助
成
金
及
び
厚
生
年

金
勘
定
へ
の
繰
り
入
れ

　

私
立
学
校
教
職
員
の
資
質
の
向
上
の
た

め
、
一
般
財
団
法
人
私
学
研
修
福
祉
会
が
行

う
研
修
事
業
に
助
成
金
を
交
付
し
、
ま
た
、

私
立
学
校
教
職
員
の
福
利
厚
生
の
充
実
を
図

る
た
め
、
年
金
等
給
付
事
業
（
既
年
金
者
年

金
増
額
費
及
び
年
金
等
給
付
整
理
資
源
）
を

対
象
と
し
て
、
本
事
業
団
の
厚
生
年
金
勘
定

へ
繰
り
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
助
成
事
業

　

助
成
事
業
は
助
成
勘
定
の
前
年
度
利
益
金

を
財
源
と
し
て
お
り
、
平
成
30
年
度
に
損
失

を
計
上
し
た
た
め
、
令
和
元
年
度
は
助
成
金

の
交
付
及
び
厚
生
年
金
勘
定
へ
の
繰
り
入
れ

は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

共
済
業
務
で
は
、
短
期
（
医
療
）
給
付
事

業
、
年
金
等
給
付
事
業
及
び
福
祉
事
業
（
保

健
・
医
療
・
宿
泊
・
貯
金
・
貸
付
け
の
各
事

業
）
の
三
つ
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
末
の
加
入
者
数
は
59
万
５
２

　
共

済

業

務

　
加
入
者
数
・
標
準
報
酬
平
均
月
額
・

　
標
準
賞
与
平
均
年
額

０
８
人
と
な
り
、（
表
６
）
の
と
お
り
、
前

年
度
よ
り
９
４
０
２
人
増
加
し
ま
し
た
。

　

掛
金
等
の
算
定
基
礎
と
な
る
標
準
報
酬
平

均
月
額
及
び
標
準
賞
与
平
均
年
額
は
、
そ
れ

ぞ
れ
（
表
７
）、（
表
８
）
の
と
お
り
で
す
。

介
護
掛
金
率
を
４
月
か
ら
０
・
１
６
７
ポ
イ

ン
ト
引
き
上
げ
ま
し
た

　

加
入
者
や
被
扶
養
者
の
病
気
や
ケ
ガ
・
出

産
・
死
亡
・
休
業
・
災
害
な
ど
に
か
か
る
給

付
の
他
、
介
護
保
険
制
度
に
か
か
る
介
護
納

付
金
や
高
齢
者
医
療
制
度
に
か
か
る
支
援
金

な
ど
の
納
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

収
益
は
、
加
入
者
の
増
加
と
介
護
分
掛
金

率
を
引
き
上
げ
た
こ
と
に
よ
り
、
掛
金
収
入

　
短
期
（
医
療
）
給
付
事
業

が
増
加
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
前
年
度
よ
り

２
０
５
億
円（
６
・５
％
）増
加
し
、３
３
３
９

億
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

費
用
は
、
給
付
費
と
介
護
納
付
金
の
増

加
な
ど
か
ら
、
前
年
度
よ
り
１
０
３
億
円

（
３
・
４
％
）
増
加
し
、
３
１
５
３
億
円
に

な
り
ま
し
た
。

　

損
益
は
、
前
年
度
よ
り
１
０
２
億
円

（
１
２
０
・
５
％
）の
増
益
と
な
り
、
１
８
６

億
円
の
利
益
金
を
計
上
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
（
図
２
）。

厚
生
年
金
勘
定

　

厚
生
年
金
勘
定
で
は
、
厚
生
年
金
保
険
法

に
規
定
す
る
加
入
者
の
老
齢
、
障
害
又
は
死

　
年
金
等
給
付
事
業

表６　加入者数

平成30年度末 令和元年度末
対前年度増減

人数 伸び率

585,806人 595,208人 9,402人 1.60%

表７　標準報酬平均月額

平成30年度末 令和元年度末
対前年度増減

金額 伸び率

373,584円 375,340円 1,756円 0.47%

表８　標準賞与平均年額

平成30年度末 令和元年度末
対前年度増減

金額 伸び率

1,295,132円 1,290,171円 △ 4,961円 △ 0.38%

注） 年度末時点の加入者にかかる当年度内に支給された標準賞与の総額を
年度末時点の加入者数で除して得た数値です。

図２　�短期（医療）給付事業（短期勘定）の損益状況�
（単位：億円）

支払準備金戻入・その他　144

費用　3,153 給付費　1,522 支援金等　1,148

当期総利益　186

介護掛金収入　320

収益　3,339 掛金収入　2,876

支払準備金繰入・その他　156
介護納付金　327

図３　�年金等給付事業（厚生年金勘定）の損益状況�
（単位：億円）

その他　11

費用　9,073 給付費　3,227 拠出金　5,807

補助金
1,416

運用収入 1,176

当期総利益 955

その他 40

収益　10,028 保険料収入　4,578 交付金　2,847
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亡
に
か
か
る
年
金
又
は
一
時
金
の
給
付
、
経

過
的
な
共
済
年
金
の
給
付
の
他
、
基
礎
年
金

拠
出
金
、
厚
生
年
金
拠
出
金
な
ど
の
納
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

収
益
は
、
加
入
者
の
増
加
と
保
険
料
率
を

引
き
上
げ
た
こ
と
に
よ
り
、
保
険
料
収
入
が

増
加
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
前
年
度
よ
り�

３
２
７
億
円
（
３
・
４
％
）
増
加
し
、
１
兆

28
億
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

費
用
は
、
給
付
費
と
拠
出
金
の
増
加
な
ど

か
ら
、前
年
度
よ
り
２
５
５
億
円（
２
・
９
％
）

増
加
し
、
９
０
７
３
億
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

損
益
は
、前
年
度
よ
り
72
億
円（
８
・
２
％
）

の
増
益
と
な
り
、
９
５
５
億
円
の
利
益
金
を

計
上
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
利
益

金
は
将
来
の
年
金
等
給
付
の
た
め
に
積
み
立

て
る
こ
と
に
な
り
ま
す
（
4
頁
図
３
）。

　

年
度
末
の
年
金
者
数
は
53
万
５
７
０
９
人

で
前
年
度
よ
り
９
０
９
６
人
（
１
・
７
％
）

増
加
し
ま
し
た
。

退
職
等
年
金
給
付
勘
定

　

退
職
等
年
金
給
付
勘
定
で
は
、
加
入
者
の

退
職
、
職
務
上
の
障
害
又
は
死
亡
に
か
か
る

年
金
又
は
一
時
金
の
給
付
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

収
益
は
、
掛
金
収
入
の
増
加
な
ど
か
ら
、

前
年
度
よ
り
11
億
円
（
２
・
２
％
）
増
加
し
、

４
９
５
億
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

費
用
は
、
給
付
費
の
増
加
な
ど
か
ら
、
前

年
度
よ
り
３
億
円
（
32
・
０
％
）
増
加
し
、

11
億
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

損
益
は
、前
年
度
よ
り
８
億
円（
１
・７
％
）

の
増
益
と
な
り
、
４
８
４
億
円
の
利
益
金
を

計
上
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
利
益

金
は
将
来
の
年
金
等
給
付
の
た
め
に
積
み
立

て
る
こ
と
に
な
り
ま
す
（
図
４
）。

　

年
度
末
の
年
金
者
数
は
３
万
２
１
０
６
人

で
前
年
度
よ
り
９
０
１
９
人
（
39
・
１
％
）

増
加
し
ま
し
た
。

人
間
ド
ッ
ク
利
用
費
用
補
助
や

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
等
を
実
施

　

加
入
者
や
被
扶
養
者
の
健
康
の
保
持
増
進

　
保
健
事
業

を
目
的
に
、
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指

導
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ポ
イ
ン
ト
、
人
間
ド
ッ
ク

利
用
費
用
補
助
、
契
約
施
設
の
割
引
事
業
な

ど
の
保
健
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
の
保
健
事
業
費
は
27
億
円
で

し
た
。
そ
の
う
ち
主
な
も
の
は
人
間
ド
ッ
ク

利
用
費
用
補
助
で
、
保
健
事
業
費
の
約
49
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
定
健
康
診
査
等
の
給
付
費
に
４

億
円
、
医
療
経
理
と
宿
泊
経
理
へ
の
繰
入
金

に
39
億
円
支
出
し
ま
し
た
（
図
５
）。

※�

福
祉
事
業
分
の
掛
金
収
入
は
保
健
経
理
で

受
け
入
れ
、
医
療
経
理
・
宿
泊
経
理
へ
資

金
の
繰
り
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

図４　年金等給付事業（退職等年金給付勘定）の損益状況
　　　（単位：億円）

運用収入・その他　23

繰入金・その他　4

給付費  7

費用　 11 当期総利益　484

収益　495 掛金収入　472

図５　保健事業（保健経理）の損益状況（単位：億円）

貯金経理からの受入金　1

業務経費･その他　14

当期総利益　6

収益　 86

費用　 80 保健事業費
27 繰入金　39

補助金･その他　1

掛金収入　84

図６　医療事業（医療経理）の損益状況（単位：億円）
補助金・その他　2

保健経理からの受入金　11

当期総損失　5

業務経費
31

減価償却費・その他　11

収益　 123 医療事業収入　109

費用　 128 医療事業費
34 人件費　52

図７　宿泊事業（宿泊経理）の損益状況（単位：億円）

保健経理からの受入金　27

その他　1

業務経費　34

当期総利益　6

減価償却費・その他　12

収益　 109 宿泊事業収入　81

費用　 104 宿泊事業費
34

人件費
24



6

令和 2年 9月 1日　第 2 7 3 号

直
営
医
療
施
設
を
運
営

　

東
京
臨
海
病
院
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

収
益
は
、
医
療
事
業
収
入
と
受
入
金
が
増

加
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
前
年
度
よ
り
１
億

円（
０
・
６
％
）
増
加
し
、
１
２
３
億
円
に

な
り
ま
し
た
。

　

費
用
は
、医
療
事
業
費
の
増
加
な
ど
か
ら
、

前
年
度
よ
り
２
億
円
（
２
・
０
％
）
増
加
し
、

１
２
８
億
円
に
な
り
ま
し
た
（
5
頁
図
６
）。

直
営
宿
泊
施
設
を
運
営

　

ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
や
宿
泊
所
・
保
養
所
を

　
医
療
事
業

　
宿
泊
事
業

全
国
16
か
所
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

収
益
は
、
宿
泊
事
業
収
入
の
減
少
な
ど
か

ら
、
前
年
度
よ
り
７
億
円
（
５
・
９
％
）
減

少
し
、
１
０
９
億
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

費
用
は
、宿
泊
事
業
費
の
減
少
な
ど
か
ら
、

前
年
度
よ
り
２
億
円
（
２
・
３
％
）
減
少
し
、

１
０
４
億
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

損
益
は
、前
年
度
よ
り
４
億
円（
43
・
４
％
）

の
減
益
と
な
っ
た
も
の
の
、
６
億
円
の
利
益

金
を
計
上
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
5
頁

図
７
）。

積
立
貯
金
残
高
は
１
兆
１
９
７
２
億
円

　

積
立
貯
金
、
積
立
共
済
年
金
及
び
共
済
定

　
貯
金
事
業

期
保
険
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

収
益
は
、
金
利
低
下
に
よ
り
信
託
収
益
が

減
少
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
前
年
度
よ
り
６

億
円
（
８
・
３
％
）
減
少
し
、
66
億
円
に
な

り
ま
し
た
。

　

費
用
は
、
支
払
利
息
が
増
加
し
た
こ
と
な

ど
か
ら
、
前
年
度
よ
り
１
億
円
（
１
・
３�

％
）
増
加
し
、
42
億
円
に
な
り
ま
し
た�

（
図
８
）。

　

な
お
、
積
立
貯
金
の
年
度
末
の
加
入
者
数

は
19
万
８
２
３
０
人
、
貯
金
残
高
は
１
兆�

１
９
７
２
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、積

立
共
済
年
金
の
加
入
者
数
は
３
万
３
８
３
３

人
、
共
済
定
期
保
険
の
加
入
者
数
は
５
万�

６
８
２
６
人
と
な
り
ま
し
た
。

貸
付
残
高
は
２
７
２
億
円

　

加
入
者
が
臨
時
に
資
金
を
必
要
と
す
る
と

き
に
そ
の
資
金
を
貸
し
付
け
る
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

収
益
は
、
令
和
元
年
11
月
か
ら
の
貸
付
利

率
の
引
き
下
げ
に
よ
り
、
利
息
収
入
が
減
少

し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
前
年
度
よ
り
２
億
円

（
24
・
５
％
）減
少
し
、７
億
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

費
用
は
、借
入
金
利
息
の
減
少
な
ど
か
ら
、

貸
付
事
業
費
が
前
年
度
よ
り
２
６
０
０
万
円

（
11
・
２
％
）
減
少
し
、
５
億
円
に
な
り
ま

し
た
（
図
９
）。

　

な
お
、
元
年
度
の
加
入
者
貸
付
の
決
定
件

数
は
前
年
度
よ
り
65
件
（
１
・
８
％
）
増
加

し
、
３
６
５
３
件
と
な
り
、
決
定
金
額
も
１

億
円
（
２
・
０
％
）
増
加
し
、
66
億
円
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
年
度
末
の
貸
付
残
高
は

前
年
度
末
よ
り
28
億
円
（
９
・
２
％
）
減
少

し
、
２
７
２
億
円
に
な
り
ま
し
た
。

国
庫
補
助
金
は
３
億
２
６
０
０
万
円

　

短
期（
医
療
）給
付
事
業
と
年
金
等
給
付
事�

業
の
事
務
に
要
す
る
費
用
を
賄
っ
て
い
ま
す
。

　

収
益
は
74
億
円
と
な
り
、
そ
の
う
ち
国
庫

補
助
金
と
し
て
３
億
２
６
０
０
万
円
が
補
助

さ
れ
ま
し
た
。

　

短
期
給
付
や
年
金
等
給
付
の
決
定
、
加
入

者
の
資
格
取
得
、
標
準
報
酬
月
額
の
改
定
、

掛
金
等
額
の
調
定
な
ど
の
事
務
に
要
す
る
費

用
は
74
億
円
に
な
り
ま
し
た
（
図
10
）。

　
貸
付
事
業

　
そ
の
他
事
務
費
等

図８　貯金事業（貯金経理）の損益状況（単位：億円）

業務経費・その他　1

繰入金　1

収益　 66 貯金事業収入　66

費用　 42 貯金事業費　39 当期総利益　24

図９　貸付事業（貸付経理）の損益状況（単位：億円）

貸倒引当金戻入 ・その他　1

貸倒引当金繰入
・その他　3

当期
総利益

1

収益　  6 貸付事業収入　5

費用　  5 貸付事業費　2

図10　その他事務費等（共済業務勘定）の損益状況（単位：億円）

補助金･その他　3

当期総損失　0.1

収益　74 事務費受入　70

費用　74 人件費　16 一般管理費・その他　58
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共
済
業
務

※ DLマークが付いている用紙は、私学共済ホームページ〔様式用紙等のダウンロード〕からダウンロードできます。

　

私
学
事
業
団
で
は
、
加
入
者
と
の
生
計
維

持
関
係
を
確
認
す
る
た
め
、
被
扶
養
者
の
再
審

査
と
加
入
者
証
等
の
検
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
は
、
東
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
の
学

校
法
人
等
を
対
象
に
被
扶
養
者
の
再
審
査
と

加
入
者
証
等
の
検
認
を
実
施
し
ま
す
。
西
日

本
ブ
ロ
ッ
ク
の
学
校
法
人
等
は
加
入
者
証
等

の
検
認
の
み
実
施
し
ま
す
。

再
審
査
と
検
認
を
実
施
し
ま
す

●
実
施
日
程

通
知
文
・
回
答
書
等
の
発
送

　
　

９
月
11
日
（
金
）
～
15
日
（
火
）

回
答
書
・
検
認
結
果
報
告
書
の

提
出
締
め
切
り

　

11
月
13
日
（
金
）
必
着

再
審
査
結
果
通
知
の
発
送

　

３
年
２
月
５
日
（
金
）

●
再
審
査
の
対
象
と
な
る
被
扶
養
者

　

元
年
12
月
31
日
以
前
に
認
定
さ
れ
て
い
る

被
扶
養
者
（
２
年
12
月
１
日
ま
で
に
75
歳
を
迎

え
る
被
扶
養
者
及
び
75
歳
を
迎
え
る
加
入
者

の
被
扶
養
者
は
除
き
ま
す
）
の
う
ち
、
次
の
①

②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
被
扶
養
者

東
日
本
ブ
ロ
ッ
ク

県
コ
ー
ド
01（
北
海
道
）～
15（
新
潟
）

●
再
審
査
で
確
認
す
る
内
容

　

収
入
及
び
同
居
の
要
件
等
に
該
当
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
ま
す
（
表
参
照
）。

　

収
入
要
件
や
同
居
要
件
以
外
で
も
、
社
会

保
険
に
本
人
と
し
て
加
入
し
た
と
き
や
、
結

婚
、
離
縁
な
ど
親
族
関
係
が
変
更
に
な
っ
た

と
き
は
、
被
扶
養
者
の
要
件
を
満
た
し
ま
せ

ん
の
で
、
併
せ
て
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●�

再
審
査
回
答
書
の
提
出
方
法

　

再
審
査
回
答
書
を
加
入
者
に
配
付
し
、
加

入
者
が
対
象
被
扶
養
者
の
現
況
を
確
認
し
て

回
答
書
に
記
入
・
押
印
し
た
も
の
を
学
校
法

人
等
が
取
り
ま
と
め
て
、
本
事
業
団
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
学
校
法
人
等
は
、
回
答
書
の
回
収

結
果
を
結
果
報
告
書
に
記
入
し
、
回
答
書
と

と
も
に
本
事
業
団
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
回
答
書
を
提
出
す
る
際
に
、
表
に

記
載
し
た
確
認
書
類
を
添
付
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
本
事
業
団
が
必
要
と
認
め
た

場
合
、
確
認
書
類
を
追
加
で
提
出
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
要
件
の
確
認

は
確
実
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

回
答
書
の
提
出
が
な
い
場
合
は
被
扶
養
者

と
し
て
の
認
定
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
、
本
事
業
団
に
お
い
て
被
扶
養
者
の

認
定
を
取
り
消
し
ま
す
。
回
答
書
の
回
収
漏
れ

や
提
出
忘
れ
の
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
被
扶
養
者
の
要
件
を
欠
い
た
と
き

　

被
扶
養
者
と
し
て
の
要
件
を
欠
い
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
と
き
は
、
回
答
書
に
そ
の

旨
を
記
入
す
る
と
と
も
に
、
必
ず
「
被
扶
養

者
取
消
申
請
書
DL
」
も
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

表　被扶養者の収入要件・同居要件

対象となる被扶養者 認定要件 確認書類

収
入
要
件

60歳未満
又は60歳以上で年金を受給していない

◎年収130万円未満
　（月額108,334円未満）

所得証明書
収入見込証明書等

60歳未満で障害を事由とした年金を
受給又は60歳以上で年金を受給

◎年収180万円未満
　（月額15万円未満）

所得証明書
年金改定通知書等

同
居
要
件

３親等の血族
（ひ孫、おじ・おば、甥・姪等）
姻族
（配偶者の父母や兄弟、子の配偶者等）

◎同居
→別居した時点で
　被扶養者を取り消し

住民票等

注）��上記の要件を満たさなくなったとき以外でも、就職して社会保険に本人として加入したときや、結婚、
離婚、離縁など親族関係が変更になったときは、被扶養者の認定を取り消すことになります。

●
加
入
者
証
等
の
検
認

　

再
審
査
の
対
象
と
な
ら
な
い
被
扶
養
者
や

加
入
者
は
、
加
入
者
証
等
の
検
認
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
本
事
業
団
か
ら
送
付
す
る
再
審

査
・
検
認
該
当
者
一
覧
の
記
載
内
容
を
学
校
法

人
等
が
確
認
す
る
か
、
送
付
す
る
検
認
表
を

加
入
者
に
配
付
し
、
内
容
を
確
認
し
た
の
ち
、

再
審
査
の
結
果
と
併
せ
て
結
果
報
告
書
に
記

載
し
本
事
業
団
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
検
認
表
を
提
出
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

記
載
内
容
に
訂
正
等
が
あ
る
場
合
は
、「
加

入
者
異
動
報
告
書
DL
」
又
は
「
被
扶
養
者
異

動
報
告
書
DL
」
等
に
よ
り
手
続
き
が
必
要
で

す
。

※�

私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
事
務
担
当
者

用
ペ
ー
ジ
▼
資
格
関
係
▼
被
扶
養
者
再
審

査
Ｑ
＆
Ａ
〕
に
Ｑ
＆
Ａ
を
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

検
認
を
実
施
し
ま
す

●
実
施
日
程

通
知
文
・
検
認
表
等
の
発
送

　

９
月
15
日
（
火
）
～
17
日
（
木
）

結
果
報
告
書
の
提
出
締
め
切
り

　

11
月
13
日
（
金
）
必
着

　

検
認
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
前
記
の
東
日

本
ブ
ロ
ッ
ク
「
加
入
者
証
等
の
検
認
」
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。

西
日
本
ブ
ロ
ッ
ク

県
コ
ー
ド
16（
富
山
）～
47（
沖
縄
）

①�

平
成
14
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の
被
扶

養
者

②�

同
居
が
認
定
の
要
件
に
な
っ
て
い
る
被
扶

養
者

被
扶
養
者
の
再
審
査
と

加
入
者
証
等
の
検
認
を
実
施
し
ま
す
業
務
部
　
資
格
課
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共
済
業
務

　
「
標
準
報
酬
基
礎
届
書
DL
」（
電
子
媒
体
に

よ
る
も
の
も
含
み
ま
す
）
に
よ
り
決
定
し
た

定
時
決
定
に
か
か
る
標
準
報
酬
月
額
に
つ
い

て
、「
確
認
通
知
書
（
２
）」
を
送
付
し
ま
す
。

学
校
法
人
等
用
と
加
入
者
用
の
２
種
類
あ
り

ま
す
の
で
、
加
入
者
用
は
、
必
ず
加
入
者
に

お
渡
し
く
だ
さ
い
。

●
「
確
認
通
知
書
（
２
）」
の
異
動
内
容

定
時
決
定

・�「
標
準
報
酬
基
礎
届
書
DL
」
の
報
告
に
基

づ
き
、
４
月
、
５
月
及
び
６
月
の
報
酬
の

平
均
額
で
標
準
報
酬
月
額
を
決
定

・�

た
だ
し
、４
月
、５
月
及
び
６
月
の
３
か
月�

と
も
無
給
又
は
休
職
給
が
支
払
わ
れ
て
い
る
、

も
し
く
は
支
払
基
礎
日
数
が
17
日
未
満（
短

時
間
労
働
加
入
者
は
11
日
未
満
）
で
あ
っ

た
加
入
者
に
つ
い
て
は
、
現
在
確
認
さ
れ

て
い
る
標
準
報
酬
月
額
と
同
額
で
決
定

・��

令
和
２
年
４
月
又
は
５
月
を
急
減
月
と
し

て
特
例
改
定
を
届
け
出
し
た
人
に
つ
い
て

は
、「
標
準
報
酬
基
礎
届
書
DL
」
に
記
載

の
金
額
で
決
定

・��

た
だ
し
、
４
月
、
５
月
及
び
６
月
の
３
か

月
と
も
無
給
や
、
休
業
手
当
等
の
支
払
い

等
に
よ
り
０
円
で
報
告
を
し
て
い
る
場
合

は
、
特
例
改
定
前
に
確
認
さ
れ
て
い
る
標

準
報
酬
月
額
と
同
額
で
決
定

定
時
決
定
（
年
平
均
額
）

・�「
標
準
報
酬
基
礎
届
書
DL
」
及
び
「
年
平

均
額
に
か
か
る
申
立
書
・
同
意
書
DL
」
に

基
づ
き
、
年
平
均
額
で
標
準
報
酬
月
額
を

決
定

定
時
決
定
不
要
者

・�

２
年
６
月
１
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で
に
資

格
取
得
（
所
属
学
校
変
更
は
除
き
ま
す
）

し
た
加
入
者
に
つ
い
て
は
、
資
格
取
得
時

の
報
酬
額
で
標
準
報
酬
月
額
を
決
定

・
2
年
７
月
又
は
８
月
に
標
準
報
酬
月
額
を

改
定
し
た
加
入
者
に
つ
い
て
は
、
改
定
後

の
報
酬
月
額
で
標
準
報
酬
月
額
を
決
定

定
時
決
定
（
保
険
者
決
定
）

・�「
標
準
報
酬
基
礎
届
書
」
が
未
提
出
又
は

記
入
漏
れ
な
ど
に
よ
り
、
や
む
を
得
ず
私

学
事
業
団
が
現
に
確
認
し
て
い
る
直
近
の

標
準
報
酬
月
額
で
決
定

●
決
定
し
た
標
準
報
酬
月
額
の
訂
正

　

送
付
さ
れ
た
「
確
認
通
知
書
（
２
）」
の
内

容
に
誤
り
が
あ
る
場
合
は
「
報
酬
月
額
訂
正

申
出
書
DL
」
を
、保
険
者
決
定
の
場
合
は
「
標

準
報
酬
基
礎
届
書
DL
」
を
至
急
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

●
決
定
し
た
標
準
報
酬
月
額
の
有
効
期
間

　

今
回
決
定
し
た
標
準
報
酬
月
額
は
、
大
幅

な
報
酬
の
増
減
が
な
い
限
り
２
年
９
月
か
ら

３
年
８
月
ま
で
適
用
し
、
毎
月
の
掛
金
等
や

給
付
金
等
の
算
定
基
礎
と
な
り
ま
す
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
該
当
す
る
人

　

75
歳
以
上
（
70
歳
以
上
で
障
害
認
定
さ
れ

た
人
も
含
み
ま
す
）
の
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
該
当
す
る
人
も
、「
確
認
通
知
書
（
２
）」

に
年
金
等
給
付
の
停
止
額
の
計
算
基
礎
と
な

る
等
級
と
標
準
報
酬
月
額
を
表
示
し
て
い
ま

す
が
、
掛
金
の
徴
収
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
「
資
格
喪
失
報
告
書�

DL�

」
の
提
出

　

す
で
に
退
職
し
て
い
る
加
入
者
の
氏
名
が

確
認
通
知
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

「
資
格
喪
失
報
告
書
DL
」
を
提
出
し
て
い
る

か
確
認
し
、
未
提
出
の
場
合
は
至
急
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
退
職
日
等
が
１
年
以
上
遡
る

場
合
は
、
業
務
部
資
格
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
学
校
法
人
等
用
の
異
動
内
容
欄
に

　
「
＊
＊
＊
」
印
の
あ
る
人

　
「
標
準
報
酬
基
礎
届
書
DL
」
で
届
け
出
た

報
酬
（
平
均
額
）
が
、
現
に
確
認
さ
れ
て
い
る

標
準
報
酬
月
額
に
比
べ
て
２
等
級
以
上
の
差

が
あ
る
加
入
者
に
つ
い
て
は
、
学
校
法
人
等

用
の
異
動
内
容
欄
に
「
＊
＊
＊
」
印
が
表
示

さ
れ
ま
す
。
こ
の
表
示
の
あ
る
人
が
次
の
①

②
に
該
当
す
る
場
合
は
、
標
準
報
酬
月
額
の

改
定
を
届
け
出
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

「
標
準
報
酬
月
額
改
定
届
書
DL
」
を
至
急
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

２
等
級
以
上
の
差
が
あ
っ
て
も
、
非
固
定
的

給
与
（
残
業
手
当
、
宿
日
直
手
当
等
）
の
増

減
に
よ
る
変
動
だ
け
で
、
固
定
的
給
与
（
基

本
給
、
扶
養
手
当
、
通
勤
手
当
等
）
が
変

動
し
な
い
と
き
は
、
標
準
報
酬
月
額
の
改
定

に
は
該
当
し
ま
せ
ん
（
詳
細
は
「
令
和
2
年

版�

事
務
の
手
引
」
76
頁
参
照
）。

①
昇
給
等
に
よ
る
固
定
的
給
与
の
変
動

〔
事�

例
〕
４
月
に
昇
給
し
て
固
定
的
給
与
が

変
動
し
、
４
月
、
５
月
及
び
６
月
の
報

酬
の
平
均
額
が
、
現
に
確
認
さ
れ
て
い

る
標
準
報
酬
月
額
に
比
べ
２
等
級
以
上

増
額
に
な
っ
た
場
合

〔
届�

け
出
方
法
〕
算
定
基
礎
月
を
４
月
、
５

月
及
び
６
月
と
し
、
７
月
改
定
と
し
て

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

�　

�　

な
お
、
基
本
給
が
変
動
せ
ず
、
扶
養

手
当
や
通
勤
手
当
だ
け
が
変
動
し
た
場
合

も
、固
定
的
給
与
の
変
動
に
あ
た
り
ま
す
。

②
遡
っ
て
ベ
ー
ス
改
定
を
実
施

〔
事�

例
〕
４
月
に
遡
っ
た
ベ
ー
ス
改
定
を
５

月
に
実
施
し
差
額
を
支
給
し
た
場
合

〔
届�

け
出
方
法
〕
差
額
支
給
し
た
月
（
新
ベ
ー

ス
で
報
酬
を
支
給
し
た
月
）が
変
動
月（
算

定
基
礎
月
の
初
月
）
と
な
り
ま
す
の
で
、

算
定
基
礎
月
を
５
月
、
６
月
及
び
７
月
と

し
、
差
額
支
給
額
を
除
い
た
額
（
改
定
後

の
報
酬
額
）
を
記
入
し
て
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。
８
月
改
定
と
な
り
ま
す
。

●�

７
月
以
降
に
、
ベ
ー
ス
改
定�

（
差
額
支
給
）

を
実
施
し
た
と
き

　

変
動
月
が
７
月
以
降
に
な
る
と
き
に
は
、

定
時
決
定
に
か
か
る
確
認
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

 　

９
月
５
日
～
７
日
発
送

�

業
務
部
　
資
格
課
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共
済
業
務

「
標
準
報
酬
基
礎
届
書
DL
」
の
訂
正
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

　

変
動
月
か
ら
３
か
月
の
報
酬
の
平
均
額

が
、
定
時
決
定
（
ベ
ー
ス
改
定
前
の
額
で
決

定
）
で
確
認
さ
れ
た
標
準
報
酬
月
額
と
比
べ

て
２
等
級
以
上
の
増
減
が
あ
る
場
合
は
、「
標

準
報
酬
月
額
改
定
届
書
DL
」
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

●�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

加
入
者
を
休
業
さ
せ
た
こ
と
に
よ
り
休
業

手
当
を
含
め
て
定
時
決
定
又
は
随
時
改
定

（
特
例
改
定
を
含
む
）
を
し
た
と
き

　

次
の
①
②
に
す
べ
て
当
て
は
ま
る
加
入
者

は
、
一
時
帰
休
等
が
解
消
し
、
通
常
の
報
酬

が
支
払
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
、
固
定

的
給
与
が
変
動
し
た
と
み
な
し
ま
す
。

①�

２
年
７
月
１
日
時
点
で
学
校
法
人
等
の
命

に
よ
る
休
業
等
が
解
消
し
て
お
ら
ず
、
学

校
法
人
が
休
業
手
当
等
を
支
払
っ
て
い
た

場
合

②�

休
業
手
当
等
を
含
め
て
定
時
決
定
又
は
随

時
改
定
（
特
例
改
定
を
含
み
ま
す
）
を
し

た
場
合

　

し
た
が
っ
て
、
通
常
の
報
酬
が
支
払
わ
れ

た
月
か
ら
３
か
月
の
報
酬
の
平
均
額
が
定
時

決
定
等
で
確
認
さ
れ
た
等
級
と
比
べ
て
２
等

級
以
上
の
差
が
あ
る
場
合
は
、「
標
準
報
酬

月
額
改
定
届
書
DL
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

通
常
の
報
酬
が
支
払
わ
れ
た
月
と
は
、
実

際
の
報
酬
の
支
払
い
基
礎
日
数
が
17
日
以

上
（
短
時
間
労
働
加
入
者
に
お
い
て
は
11

日
以
上
）
と
な
っ
た
月
を
い
い
ま
す
。

　

本
誌
８
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

令
和
２
年
９
月
１
日
よ
り
、
年
金
等
給
付
に

か
か
る
標
準
報
酬
月
額
の
上
限
額
が
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
２
年
９
月
以
降
、
現
在
の

最
高
等
級
で
あ
る
第
31
級
・
62
万
円
の
上
に

さ
ら
に
１
等
級
加
わ
り
、
最
高
等
級
は
、「
第

32
級
・
65
万
円
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

報
酬
月
額
が
63
万
５
０
０
０
円
以
上
の
人

は
、
今
回
送
付
す
る
確
認
通
知
書
か
ら
年
金

等
給
付
に
か
か
る
標
準
報
酬
月
額
が
第
32

級
・
65
万
円
と
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
短
期
給
付
等
事
務
に
か
か
る
標
準

報
酬
月
額
の
最
高
等
級
（
第
47
級
・
１
３
９

万
円
）
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
様
式
用
紙
等

の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
〕
で
は
、内
容
（
分
類
）
別
、

用
紙
名
（
あ
い
う
え
お
順
）
の
２
通
り
の
方

法
で
検
索
で
き
ま
す
。
ま
た
、
一
部
の
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
な
い
用
紙
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
請
求

用
フ
ォ
ー
ム
の
利
用
や
電
話
で
の
お
問
い
合

わ
せ
先
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

●
用
紙
請
求
専
用
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
請
求

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
請
求
用
フ
ォ
ー
ム
を
利
用
す
る
か
、

任
意
の
用
紙
に
①
学
校
名　

②
学
校
記
号
番

号　

③
郵
便
番
号
・
送
付
先
住
所　

④
連
絡

先
電
話
番
号　

⑤
担
当
者
名　

⑥
用
紙
名（
様

式
番
号
不
要
）　

⑦
必
要
枚
数
を
明
記
し
、
送

信
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
様
式
用
紙
等
は
、
必
要
の
都
度
、

使
用
す
る
枚
数
の
み
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

広
報
相
談
セ
ン
タ
ー　

相
談
班

様
式
用
紙
等
の
請
求
方
法

業
務
部　

資
格
課

年
金
等
給
付
に
か
か
る
標
準
報
酬

月
額
の
上
限
改
定

図　標準報酬月額表の上限改定
【改定前】
標準報酬月額
の等級 標準報酬月額 報酬月額

第 31 級 620,000 円 605,000 円以上

【改定後】
標準報酬月額
の等級 標準報酬月額 報酬月額

第 31 級 620,000 円 605,000 円以上
635,000 円未満

第 32 級 650,000 円 635,000 円以上

請　求　先
様式用紙等の
請求専用FAX

共
済
業
務
課

札幌ガーデンパレス 011（222）6311

仙台ガーデンパレス 022（299）6296

名古屋ガーデンパレス 052（957）1387

大阪ガーデンパレス 06（6393）9728

広島ガーデンパレス 082（262）1134

福岡ガーデンパレス 092（713）3581

広報相談センター相談班 03（3813）1081

お近くのガーデンパレス共済業務課をご利用ください
　ガーデンパレス（東京・京都を除きます）の共済業務
課では、オンライン情報をもとに、共済業務にかかる各
種相談に応じているほか、年金の試算や証明書の交付な
ども行っています。

受付
時間

月～金曜日（年末年始及び祝日を除きます）
9：00～17：15

共
済
業
務
課
（
直
通
）

札　幌ガーデンパレス ☎011（222）6234
仙　台ガーデンパレス ☎022（299）6231
名古屋ガーデンパレス ☎052（957）1388
大　阪ガーデンパレス ☎06（6393）9701
広　島ガーデンパレス ☎082（262）1134
福　岡ガーデンパレス ☎092（752）0651

※電話番号をお間違えのないようお願いします。
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共
済
業
務

　

被
用
者
年
金
制
度
が
一
元
化
さ
れ
た
平
成

27
年
10
月
以
降
、
年
金
積
立
金
は
、
図
の
と

お
り
、
厚
生
年
金
等
２
階
部
分
の
給
付
の
支

払
い
に
充
て
る
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
給
付

積
立
金
、
共
済
年
金
の
旧
職
域
部
分
相
当
給

付
の
支
払
い
に
充
て
る
た
め
の
経
過
的
長
期

給
付
積
立
金
、
退
職
等
年
金
給
付
（
新
３
階

年
金
）
の
支
払
い
に
充
て
る
た
め
の
退
職
等

年
金
給
付
積
立
金
に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

区
分
に
応
じ
て
運
用
し
て
い
ま
す
。

年
金
積
立
金
の
区
分

資
産
運
用
部

令
和
元
年
度　
年
金
積
立
金
の
運
用
状
況

　

年
金
積
立
金
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
積
立
金
ご

と
に
適
切
に
管
理
運
用
を
行
う
た
め
、
基
本

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
含
む
「
管
理
運
用
の
方

針
」
を
定
め
て
お
り
、
そ
の
方
針
に
沿
っ
た

管
理
運
用
を
行
っ
て
い
ま
す
。

管
理
運
用
の
目
的

　

加
入
者
（
被
保
険
者
）
の
利
益
の
た
め
に
、

長
期
的
な
観
点
か
ら
、
安
全
か
つ
効
率
的
に

管
理
運
用
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。運

用
の
目
標

●
厚
生
年
金
保
険
給
付
積
立
金

　

厚
生
年
金
給
付
に
必
要
な
資
金
を
確
保
し

つ
つ
、
長
期
的
に
実
質
的
運
用
利
回
り
（
運

用
利
回
り
か
ら
名
目
賃
金
上
昇
率
を
差
し
引

い
た
も
の
）
を
最
低
限
の
リ
ス
ク
で
確
保
す

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

●
経
過
的
長
期
給
付
積
立
金

　

旧
職
域
年
金
給
付
に
必
要
な
資
金
を
確
保

し
つ
つ
、
長
期
的
に
実
質
的
な
運
用
利
回
り

を
最
低
限
の
リ
ス
ク
で
確
保
す
る
こ
と
に
よ

管
理
運
用
の
方
法

り
、
旧
職
域
年
金
の
確
実
な
給
付
と
厚
生
年

金
の
保
険
料
の
軽
減
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。

●
退
職
等
年
金
給
付
積
立
金

　

退
職
等
年
金
給
付
の
制
度
上
設
定
さ
れ
る

基
準
利
率
以
上
の
運
用
利
回
り
を
確
保
す
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

分
散
投
資

　

厚
生
年
金
保
険
給
付
積
立
金
及
び
経
過
的

長
期
給
付
積
立
金
に
つ
い
て
は
、
リ
ス
ク
・

リ
タ
ー
ン
等
の
特
性
が
異
な
る
複
数
の
資
産

に
適
切
に
分
散
し
て
投
資
す
る
こ
と
を
基
本

と
し
て
い
ま
す
。

基
本
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
策
定

　

運
用
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
積
立
金

ご
と
に
「
基
本
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
」
を
中
長

期
的
観
点
か
ら
策
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
く
資

産
配
分
を
維
持
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま

す
。資

産
運
用
検
討
委
員
会

　

資
産
運
用
検
討
委
員
会
は
、
私
学
関
係
者

と
資
産
運
用
関
係
の
有
識
者
で
構
成
さ
れ
、

年
金
積
立
金
の
運
用
に
関
す
る
管
理
運
用
の

方
針
の
策
定
及
び
変
更
、
基
本
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
の
検
証
、
管
理
運
用
状
況
の
評
価
及
び

公
表
に
関
し
て
意
見
を
聞
く
た
め
に
、
定
期

的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

株
式
市
場
は
、
米
中
通
商
交
渉
の
進
展
期

待
や
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
を
め
ぐ
る
不
透
明
感

の
後
退
で
夏
か
ら
年
末
に
か
け
上
昇
し
ま
し

た
が
、
2
年
１
～
３
月
に
か
け
て
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
な
拡
大
を
受

け
大
幅
な
下
落
と
な
り
ま
し
た
。
年
度
末
に

一
時
、市
場
は
戻
り
基
調
と
な
り
ま
し
た
が
、

前
年
度
末
の
水
準
は
回
復
で
き
ず
通
期
で
は

下
落
し
て
終
え
ま
し
た
。

　

債
券
市
場
（
長
期
金
利
）
は
、
米
中
貿
易

市
場
環
境

主要指標（令和元年度の動向）

指　　標 平成30年度末 令和元年9月末 令和元年度末 前年度末
対比 傾向

株
式

日経平均 21,205.81円 21,755.84円 18,917.01円 △ 2,288.80円 低下

NYダウ 25,928.68㌦ 26,916.83㌦ 21,917.16㌦ △ 4,011.52㌦ 低下

金
利

日本国債10年 △0.08% △0.21% 0.02% 0.10% 上昇

米国債10年 2.41％ 1.66％ 0.67％ △1.74% 低下

為
替

ドル／円 110.86円 108.08円 107.54円 △3.32円 円高

ユーロ／円 124.35円 117.80円 118.64円 △5.71円 円高

厚生年金等、２階部分の給付の支払いに充てる

退職等年金給付
（新３階年金）の
支払いに充てる

共済年金の
旧職域部分の
支払いに充てる

２階

３階 経過的長期
給付積立金

退職等年金
給付積立金

厚生年金保険給付積立金

図　年金積立金のイメージ
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共
済
業
務

摩
擦
激
化
に
伴
う
景
気
減
速
懸
念
を
受
け

て
、
国
内
金
利
・
米
国
金
利
と
も
に
夏
に
か

け
て
大
き
く
低
下
し
ま
し
た
。
１
～
３
月
に

か
け
て
は
、
国
内
金
利
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
現
金
化
の
動
き
が

強
ま
り
上
昇
し
ま
し
た
が
、
米
国
金
利
は
さ

ら
に
低
下
し
ま
し
た
。

　

為
替
（
ド
ル
／
円
）
は
、
１
～
３
月
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
を
受
け
乱

高
下
し
、
円
高
基
調
で
終
え
ま
し
た
。

厚
生
年
金
保
険
給
付
積
立
金

　

厚
生
年
金
保
険
給
付
積
立
金
（
以
下
「
厚

運
用
状
況

年
の
積
立
金
」
と
い
い
ま
す
）
の
年
度
末
残

高
（
時
価
）
は
、
２
兆
２
２
４
６
億
円
と
な

り
、
元
年
度
の
運
用
利
回
り
は
、
マ
イ
ナ
ス

４
・
69
％
で
し
た
（
表
１
）。

　

外
国
債
券
の
運
用
利
回
り
は
若
干
の
プ
ラ

ス
で
し
た
が
、
国
内
債
券
、
国
内
株
式
、
外

国
株
式
は
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
ま
し
た
。
第
４

四
半
期
の
国
内
株
式
・
外
国
株
式
の
大
幅
な

下
落
の
影
響
に
よ
り
全
体
で
も
マ
イ
ナ
ス
利

回
り
と
な
り
ま
し
た
。

経
過
的
長
期
給
付
積
立
金

　

経
過
的
長
期
給
付
積
立
金
（
以
下
「
職
域

の
積
立
金
」
と
い
い
ま
す
）
の
年
度
末
残
高�

（
時
価
）
は
、
２
兆
３
８
１
億
円
と
な
り
、
元

年
度
の
運
用
利
回
り
は
、
マ
イ
ナ
ス
２
・
59�

％
で
し
た
（
表
２
）。

　

職
域
の
積
立
金
に
つ
い
て
も
、
厚
年
の
積

立
金
と
傾
向
は
同
じ
で
、
主
と
し
て
国
内
株

式
、
外
国
株
式
が
不
調
で
あ
っ
た
こ
と
が
マ

イ
ナ
ス
利
回
り
に
影
響
し
ま
し
た
。

●
積
立
金
の
負
債
対
応
部
分
と
剰
余
部
分

　

職
域
の
積
立
金
に
は
、
共
済
年
金
の
旧
職

域
部
分
の
支
払
い
に
必
要
な
額
（
負
債
対
応

部
分
）
を
超
え
る
額
（
剰
余
部
分
）
が
存
在

し
ま
す
。
こ
の
剰
余
部
分
は
、
基
本
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
の
対
象
と
せ
ず
、
そ
の
全
額
を
安

全
資
産
で
運
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
仕
分
け
に
よ
り
剰
余
部
分
が

あ
る
こ
と
を
条
件
に
厚
生
年
金
の
保
険
料
の

軽
減
が
実
施
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

退
職
等
年
金
給
付
積
立
金

　

退
職
等
年
金
給
付
積
立
金
の
年
度
末
残
高

（
簿
価
）
は
、
２
０
６
２
億
円
と
な
り
、
元

年
度
の
運
用
利
回
り
は
、
１
・
30
％
で
し
た

（
表
３
）。

　

退
職
等
年
金
給
付
制
度
の
基
準
利
率
は
、

元
年
10
月
か
ら
２
年
９
月
ま
で
０
・
06
％
に

設
定
し
て
お
り
、
基
準
利
率
を
上
回
る
運
用

利
回
り
が
確
保
で
き
て
い
る
結
果
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

詳
細
は
、
私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
私

学
共
済
事
業
の
ご
案
内
▼
年
金
資
産
の
運
用

▼
令
和
元
年
度
業
務
概
況
書
〕
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

表３　退職等年金給付積立金の運用状況

区　分
基本ポートフォリオ 簿　価

（億円）
簿価構成
割　　合 運用利回り

資産配分 許容乖離幅

国内債券 100% －10% 1,974 95.7% 1.32%

国内株式 0% +10% 0 0.0% 0.00%

短期資産 － － 88 4.3% 0.02%

合　　計 100% － 2,062 100.0% 1.30%

注） 国内債券には、貸付金等を含みます。また、四捨五入の関係で、合計と一致しな
い場合があります。

注）運用利回りは、実現収益率です。
注）国内債券の乖離幅は、短期資産との合算で管理しています。

表２　経過的長期給付積立金の運用状況

区　分
基本ポートフォリオ 簿　価

（億円）
時　価

（億円）
評価損益
（億円）

時価構成
割　　合 乖離幅 運用利回り

資産配分 許容乖離幅

国内債券 35% ±13% 11,414 11,824 410 58.0% － △0.33%
（3,659） （3,855） （195） （35.9%） （0.9%）（△0.25%）

国内株式 25% ±5% 2,596 2,734 138 13.4% － △7.66%
（2,596） （2,734） （138） （25.4%） （0.4%）（△7.66%）

外国債券 15% ±3% 1,791 1,801 10 8.8% － 0.96%
（1,791） （1,801） （10） （16.8%） （1.8%） （0.96%）

外国株式 25% ±5% 2,041 2,359 318 11.6% － △9.15%
（2,041） （2,359） （318） （21.9%） （△3.1%）（△9.15%）

短期資産 － － 1,663 1,663 0 8.2% － 0.02%
（0） （0） （0） （0.0%） － －

合　　計 100% － 19,506 20,381 875 100.0% － △2.59%
（10,088） （10,749） （661）（100.0%） － （△4.31%）

注）国内債券には、貸付金等を含みます。また、四捨五入の関係で、合計と一致しない場合があります。
注）運用利回りは、時価を反映した修正総合収益率です。
注）上段は剰余部分を含む積立金全体を表し、（　）については、基本ポートフォリオの対象である負債対応部分を表しています。

表１　厚生年金保険給付積立金の運用状況

区　分
基本ポートフォリオ 簿　価

（億円）
時　価

（億円）
評価損益
（億円）

時価構成
割　　合 乖離幅 運用利回り

資産配分 許容乖離幅

国内債券 35% ±10% 6,554 6,788 234 30.5% △4.5% △0.20%

国内株式 25% ±9% 4,925 5,062 137 22.8% △2.2% △7.56%

外国債券 15% ±4% 3,699 3,669 △ 30 16.5% 1.5% 0.05%

外国株式 25% ±8% 4,154 4,803 650 21.6% △3.4% △11.14%

短期資産 － － 1,924 1,924 0 8.6% 8.6% 0.00%

合　　計 100% － 21,255 22,246 991 100.0% － △4.69%

注）国内債券には、貸付金を含みます。また、四捨五入の関係で、合計と一致しない場合があります。
注）運用利回りは、時価を反映した修正総合収益率です。
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令和 2年 9月 1日　第 2 7 3 号

共
済
業
務

無
効
の
加
入
者
証
等
の
回
収
と

返
納
の
お
願
い

業
務
部
　
資
格
課

「
資
格
取
得
報
告
書
」
等
を
提
出
す
る
際
の
注
意
点

業
務
部
　
資
格
課

事
務
連
絡
先
電
話
番
号
を
必
ず�

記
入
し
て
く
だ
さ
い

　

私
学
事
業
団
で
は
、「
資
格
取
得
報
告
書
DL
」�

や
「
所
属
学
校
等
変
更
報
告
書
DL
」
が
提
出

さ
れ
る
と
、
記
載
さ
れ
た
学
校
記
号
番
号
が

正
し
い
か
ど
う
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
か
ら
加

入
者
情
報
を
登
録
し
ま
す
。
そ
の
際
に
使
用

す
る
の
が
「
事
務
連
絡
先
電
話
番
号
」
で
す

（
図
緑
枠
部
分
参
照
）。

　

所
定
の
マ
ス
内
に
は
、
本
事
業
団
に
届
け

出
て
い
る
電
話
番
号
の
下
４
桁
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。
記
入
漏
れ
や
登
録
し
て
い
な
い

番
号
の
記
入
な
ど
が
あ
る
と
確
認
に
時
間
が

か
か
り
、
処
理
の
遅
れ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

な
お
、
本
事
業
団
に
登
録
し
て
い
る
電
話

番
号
を
変
更
す
る
と
き
に
は
「
学
校
法
人
等

異
動
報
告
書
DL
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
学
校
記
号
番
号
等
の
記
入
漏
れ
や

記
入
誤
り
に
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

電
子
媒
体
で
の
報
告
も
可
能
で
す

　
「
資
格
取
得
報
告
書
DL
」
は
電
子
媒
体
で

も
報
告
で
き
ま
す
。
媒
体
を
作
成
す
る
際
に

登
録
し
た
加
入
者
情
報
は
、「
標
準
報
酬
基

礎
届
DL
」や「
標
準
報
酬
月
額
改
定
届
書
DL
」、

「
賞
与
等
支
給
報
告
書
DL
」
の
媒
体
を
作
成

す
る
際
に
も
利
用
で
き
る
た
め
、
大
変
便
利

で
す
。

　

詳
し
く
は
、私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ〔
事

務
担
当
者
用
ペ
ー
ジ
▼
資
格
関
係
▼
電
子
媒

体
で
の
申
請
〕
を
確
認
の
う
え
、「
電
子
媒

体
作
成
機
能
」
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

添
付
書
類
は
不
要
で
す

　
「
資
格
取
得
報
告
書
DL
」
は
用
紙
・
電
子

媒
体
い
ず
れ
で
提
出
す
る
際
も
添
付
書
類
は

不
要
で
す
。

20
歳
以
上
の
人
は
、
基
礎
年
金
番
号

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

　

令
和
元
年
５
月
以
降
、
基
礎
年
金
番
号
の

確
認
で
き
る
書
類
の
写
し
の
添
付
は
不
要
で

す
が
、
基
礎
年
金
番
号
の
記
入
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

記
入
す
る
際
に
は
誤
り
の
な
い
よ
う
に
年

金
手
帳
や
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
等
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

　

原
則
、
基
礎
年
金
番
号
が
未
記
入
で
あ
る

と
資
格
取
得
の
処
理
が
で
き
ま
せ
ん
。
20
歳

前
で
資
格
取
得
す
る
人
や
、
日
本
で
初
め
て

住
民
登
録
を
し
た
外
国
籍
の
人
以
外
は
基
礎

年
金
番
号
が
付
番
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
本

人
に
確
認
の
う
え
、
記
入
漏
れ
の
な
い
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、基
礎
年
金
番
号
が
不
明
な
場
合
は
、

お
近
く
の
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

加
入
者
が
資
格
喪
失
し
た
と
き
や
、
被
扶

養
者
の
取
り
消
し
を
し
た
と
き
は
、
無
効
と

な
っ
た
加
入
者
証
や
加
入
者
被
扶
養
者
証
等

を
必
ず
返
納
し
て
く
だ
さ
い
。
任
意
継
続
加

入
者
と
な
る
と
き
も
、
任
意
継
続
加
入
者
用

の
加
入
者
・
加
入
者
被
扶
養
者
証
等
を
新
た

に
交
付
す
る
た
め
、
在
職
中
の
加
入
者
証
等

を
回
収
の
う
え
返
納
し
て
く
だ
さ
い
。

　

返
納
さ
れ
た
加
入
者
証
等
は
、
機
械
で
読

み
取
り
処
理
を
す
る
た
め
、
切
断
し
た
り
、

書
類
に
貼
り
付
け
た
り
せ
ず
、
そ
の
ま
ま
封

筒
に
入
れ
て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

被
扶
養
者
が
75
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
と

私
学
共
済
の
被
扶
養
者
で
は
な
く
な
り
、
後

期
高
齢
者
と
し
て
、
本
人
が
広
域
連
合
に
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の

保
険
料
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
私
学
事

業
団
か
ら
広
域
連
合
に
被
扶
養
者
情
報
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
原
則
と
し
て
、
加
入
者
と

同
一
の
住
所
を
提
供
し
ま
す
の
で
、
被
扶
養

者
が
75
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
時
点
で
加
入

者
と
住
所
が
異
な
る
場
合
は
、「
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
住
所
届
DL
」
を
忘
れ
ず
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

被
扶
養
者
に
か
か
る

後
期
高
齢
者
の
住
所
届

業
務
部
　
資
格
課

資格取得報告書
下記のとおり報告します。

　　　　年　　月　　日

日本私立学校振興・共済事業団理事長　殿

□
□
□

学 校 記 号 番 号
県コード 学種 学校番号 学 校 名

学 校 法 人 等
所 　 在 　 地

郵便番号［　　　　　－　　　　　］

学 　 　 校
法 人 等 名

代 表 者 名

事務連絡先電話番号
（必ず記入してください）

市外局番 局 番

（ 　 　 　 ）
番 号

118

代表者印欄

印

担当者
氏　名

1

11

該当する番号を○で囲んでください。
１．新規資格取得　　２．継続資格取得　　３．再資格取得　（継続資格取得・再資格取得の場合、最終前任校の番号を必ず記入してください）

※ 個 人 番 号
18

加 入 者 氏 名（氏と名の間に△を入れて下さい）

フリガナ
23

漢 字
48

生 年 月 日
39

３ 昭

４ 平

年 月 日

性別
80

1. 男

2. 女

※事業団記入欄

内発 遡及 年齢 休校 付番 低給
122 123 124 125 126 127 129

46

０１ 職   名

資 格 取 得 年 月 日
81 年 月 日

報　酬　月　額

固定的給与
基本給・扶養手当・

通勤手当等

現物給与

円

円

非固定的給与 超過勤務手当・
宿日直手当・研究費等

円
88

合　　計
百 十 万 千 百 十 円

最終前任校の加入者番号（継続・再取得の場合に記入）

県コード 学種 学校番号 個人番号
95

最終前任校
退職年月日

年

月　日

基 礎 年 金 番 号
（基礎年金番号の無い者は、２を○で囲み、理由を記入してください）
107

1. 有

2. 無

1. 有
2. 無

108
―

１. 20 歳未満で初めて就労するため　２．外国籍で日本で初めて就労するため
３．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

130
マ イ ナ ン バ ー

46　

０２

所

住
郵 便 番 号

48

－

町名・字名以下を
記入してください。

フリガナ

漢　字

漢　字

フリガナ

55 ト・ドウ
フ・ケン

157
都・道
府・県

87

189

63 シ
グン

ク・マチ・チョウ
    ムラ・ソン

165 市
郡

区

※事業団記入欄
居住先国 解除

269 272

※欄は記入しないでください。 私学事業団受付印

町・村

）
係
関
条
一
第
（号
一
第
式
様

４ 平
５ 令

11010　2019.05

令和

図　資格取得報告書の「事務連絡先電話番号」欄
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令和 2年 9月 1日　第 2 7 3 号

共
済
業
務

●
申
し
込
み
資
格

・�

加
入
者
期
間
が
引
き
続
き
１
年
以
上
あ
る

加
入
者

・�

住
宅
貸
付
は
、
年
金
等
給
付
の
加
入
者
期

間
が
引
き
続
き
５
年
以
上
あ
る
加
入
者

※
「
加
入
者
期
間
が
引
き
続
き
」
と
は

　

�　

資
格
取
得
日
の
属
す
る
月
か
ら
貸
付
け

の
申
し
込
み
日
の
属
す
る
月
ま
で
、
加
入

者
と
し
て
の
資
格
に
１
日
の
空
白
も
な
い

状
態
を
い
い
ま
す
。

●�

加
入
者
期
間
１
年
目
の
申
し
込
み
（
住
宅

貸
付
を
除
く
）

　

令
和
元
年
10
月
１
日
資
格
取
得
者
の
貸
付

け
は
、
２
年
10
月
２
日
送
金
分
か
ら
可
能
で

す
。
こ
の
場
合
、「
貸
付
申
込
書
DL
」
等
は
２

年
９
月
15
日（
火
）【
必
着
】ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
時
の
注
意
事
項

・�

貸
付
け
の
申
し
込
み
は
、
す
べ
て
学
校
法

人
等
を
通
し
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・�

申
し
込
み
資
格
等
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、

貸
付
金
の
送
金
日
か
ら
退
職
ま
で
の
償
還

回
数
（
期
間
）
が
短
く
て
も
申
し
込
み
が

で
き
ま
す
。

・�

貸
付
け
申
し
込
み
の
際
は
、
償
還
が
確
実

に
で
き
る
こ
と
を
学
校
法
人
等
で
必
ず
確

認
の
う
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
退
職

手
当
等
の
支
給
予
定
が
な
い
加
入
者
や
、

退
職
手
当
等
の
支
給
額
が
著
し
く
少
な
い

加
入
者
、
複
数
の
借
り
入
れ
（
金
融
機
関

等
の
借
入
等
を
含
み
ま
す
）
が
あ
る
加
入

者
か
ら
の
申
し
込
み
の
際
に
は
、
特
に
留

意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
書
類
作
成
時
の
注
意
事
項

・�

貸
付
申
込
書
類
へ
の
記
入
は
、
学
校
法
人

等
の
証
明
欄
を
除
き
、
借
受
人
と
な
る
加

入
者
本
人
が
必
ず
自
筆
で
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。
代
筆
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
印
字
等

に
よ
る
記
載
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

・�

消
せ
る
ボ
ー
ル
ペ
ン
は
、
温
度
に
よ
っ
て

無
色
に
な
っ
た
り
、
消
し
た
筆
跡
が
戻
っ

た
り
す
る
た
め
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

・�

修
正
液
・
修
正
テ
ー
プ
等
に
よ
る
訂
正
は

で
き
ま
せ
ん
。
訂
正
す
る
場
合
は
、
訂
正

箇
所
を
線
で
抹
消
し
た
後
、
加
入
者
の
申

込
印
と
同
じ
印
鑑
を
押
印
し
て
く
だ
さ
い

（
伝
票
訂
正
用
の
小
さ
い
印
鑑
や
ス
タ
ン

プ
印
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
）。

・�

押
印
す
る
印
鑑
は
、
す
べ
て
同
一
の
印
鑑

を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
ネ
ー
ム
印
（
ス

タ
ン
プ
印
）
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

・�

毎
月
16
日
か
ら
月
末
ま
で
に
申
し
込
み
を

し
た
場
合
で
、
翌
月
22
日
送
金
を
希
望
す

る
人
は
、「
貸
付
申
込
書
DL
」
の
貸
付
送

金
日
欄
の
「
22
日
」
を
必
ず
○
印
で
囲
ん

で
く
だ
さ
い
。
○
印
が
な
い
と
、
月
末
ま

加
入
者
貸
付
の
申
し
込
み

で
に
到
着
し
て
い
て
も
翌
々
月
の
２
日
送

金
と
な
り
ま
す
。

・�

教
育
貸
付
を
申
し
込
む
際
は
、「
貸
付
申

込
書
DL
」
の
申
込
事
由
欄
に
学
費
の
対
象

年
度
等
具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
例
〕
子
の
修
学
資
金
（
令
和
２
年
度
後
期

分
学
費
・
６
か
月
分
交
通
費
）

●
借
受
人
が
在
職
中
に
任
意
償
還
す
る
場
合

　

借
受
人
が
任
意
償
還
の
申
出
書
を
提
出
し

た
場
合
、
学
校
法
人
等
へ
任
意
償
還
用
の
払

込
通
知
票
を
送
付
し
ま
す
。
学
校
法
人
等
は

借
受
人
か
ら
償
還
額
を
預
か
り
、
私
学
事
業

団
へ
払
い
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●�

借
受
人
が
退
職
し
、
加
入
者
資
格
を
喪
失

し
た
場
合

　

借
受
人
が
退
職
し
、
資
格
喪
失
し
た
場
合

は
、
即
時
償
還
と
な
り
、
未
償
還
金
全
額
を

償
還
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
退
職
手
当

等
か
ら
未
償
還
金
を
控
除
し
（
退
職
手
当
等

が
不
足
す
る
場
合
は
不
足
分
を
加
入
者
か
ら

預
か
り
）、
学
校
法
人
等
が
本
事
業
団
へ
払

い
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※�

退
職
手
当
等
か
ら
控
除
を
行
わ
ず
債
務
不

履
行
に
な
っ
た
場
合
は
、
学
校
法
人
等
に

対
し
て
貸
付
け
の
制
限
を
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
私

学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
福
祉
事
業
▼
加

入
者
貸
付�
加
入
者
貸
付
の
制
限
と
な
る
主

な
事
項
〕
に
事
例
等
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
資
格
喪
失
確
認
後
の
即
時
償
還
の
流
れ

　

資
格
喪
失
を
確
認
す
る
と
、
自
動
的
に
即

時
償
還
の
扱
い
と
な
り
、
学
校
法
人
等
へ
即

時
償
還
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

①
償
還
期
限
日
（
払
込
期
限
）

　

即
時
償
還
通
知
書
の
交
付
日
か
ら
60
日
後

が
償
還
期
限
日
と
な
り
ま
す
。

②
即
時
償
還
の
額

　

最
終
定
期
償
還
後
の
元
金
残
額
と
払
込
日

ま
で
の
経
過
利
息
の
合
計
額
で
す
。

　

払
込
日
が
異
な
る
複
数
枚
の
払
込
通
知
票

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
払
込
日
に
応
じ
た
一

枚
を
使
用
し
て
払
い
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

③
最
終
の
定
期
償
還

　

原
則
、
退
職
し
た
月
の
翌
月
の
定
期
償
還

が
最
終
と
な
り
ま
す
。

※�

口
座
振
替
に
よ
る
定
期
償
還
を
届
け
出
て

い
る
学
校
法
人
等
も
、
即
時
償
還
・
任
意

償
還
は
口
座
振
替
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

払
込
通
知
票
で
払
い
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●�

借
受
人
に
退
職
手
当
等
が
支
給
さ
れ
る
が
、

加
入
者
資
格
を
喪
失
し
な
い
場
合

　

住
宅
貸
付
の
借
受
人
に
退
職
手
当
等
が
支

給
さ
れ
る
場
合
、
そ
の
支
給
額
を
即
時
償
還

に
充
て
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、「
令
和
２
年
版�

事
務
の
手
引
」

９
５
５
頁
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　

住
宅
貸
付
以
外
の
貸
付
け
は
、
退
職
手
当

等
が
支
給
さ
れ
て
も
加
入
者
資
格
が
喪
失
し

な
い
限
り
即
時
償
還
と
は
な
り
ま
せ
ん
が
、

将
来
資
格
喪
失
し
た
と
き
に
は
未
償
還
金
を

一
括
で
償
還
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
将

来
の
負
担
を
軽
減
さ
せ
る
た
め
に
も
、
退
職

手
当
等
が
支
給
さ
れ
た
際
に
任
意
償
還
す
る

こ
と
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

貸
付
金
の
償
還

加
入
者
貸
付
の
申
し
込
み
手
続
き
・
貸
付
金
の
償
還

福
祉
部
　
貸
付
課
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ヘ
ル
ス
ケ
ア
ポ
イ
ン
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

福
祉
部
　
保
健
課

対
象
者

　

令
和
２
年
５
月
末
現
在
で
、
短
期
給
付
の

適
用
を
受
け
る
30
歳
（
今
年
度
中
に
30
歳
に

な
る
人
を
含
み
ま
す
）～
74
歳
の
加
入
者（
任

意
継
続
加
入
者
を
含
み
ま
す
）
及
び
被
扶
養

者
（
以
下
「
加
入
者
等
」
と
い
い
ま
す
）
が

対
象
で
す
。

　

た
だ
し
、
40
歳
（
今
年
度
中
に
40
歳
に
な

る
人
を
含
み
ま
す
）
以
上
の
人
は
、
２
年
４

月
１
日
に
加
入
者
等
で
あ
る
人
に
限
り
ま

す
。ポ

イ
ン
ト
付
与
対
象

・
日
々
の
体
重
等
の
記
録

・
特
定
健
康
診
査
の
受
診

・
特
定
保
健
指
導
の
利
用
及
び
終
了

・�

共
済
業
務
課
主
催
の
ポ
イ
ン
ト
付
与
対
象

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
等

利
用
方
法

　

加
入
者
等
が
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
か
ら
「
Ｑ
Ｕ
Ｐ
ｉ
Ｏ　

Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
（
ク
ピ

オ　

プ
ラ
ス
）」
Ｗ
ｅ
ｂ
版
に
ア
ク
セ
ス
し
、

図
の
と
お
り
私
学
事
業
団
専
用
画
面
か
ら
ロ

グ
イ
ン
し
て
、
利
用
登
録
を
行
い
ま
す
。

　

本
事
業
団
専
用
画
面
に
、
後
述
す
る
「
認

証
コ
ー
ド
」
を
入
力
し
て
ロ
グ
イ
ン
し
、
別

途
個
別
の
ロ
グ
イ
ン
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を

設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
利
用
登
録
が
完
了
し

ま
す
。

登
録
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

Ｑ
Ｕ
Ｐ
ｉ
Ｏ　

Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
サ
ポ
ー
ト
窓
口

０
１
２
０
（
８
１
８
）
４
４
８

認
証
コ
ー
ド

①
２
年
度
に
40
～
74
歳
に
な
る
加
入
者
等

　

特
定
健
康
診
査
の
受
診
後
に
本
事
業
団
か

ら
送
付
す
る
健
康
情
報
冊
子
「
Ｑ
Ｕ
Ｐ
ｉ
Ｏ

Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
認
証
コ
ー

ド
で
ロ
グ
イ
ン
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

す
で
に
特
定
健
康
診
査
を
受
診
し
て
い
る

人
は
、
２
年
度
に
送
付
す
る
健
康
情
報
冊

子
「
Ｑ
Ｕ
Ｐ
ｉ
Ｏ　

Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
」
に
記
載

さ
れ
て
い
る
認
証
コ
ー
ド
を
使
用
し
て

　

ヘ
ル
ス
ケ
ア
ポ
イ
ン
ト
は
、
日
々
の
体
重
等
の
記
録
な
ど
、
加
入
者
等
が
健
康
づ
く
り
を
し
な

が
ら
、
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。
ぜ
ひ
対
象
と
な
る
加
入
者
へ
の
周
知
を

お
願
い
し
ま
す
。

「
Ｑ
Ｕ
Ｐ
ｉ
Ｏ　

Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
」
Ｗ
ｅ
ｂ
版

か
ら
ロ
グ
イ
ン
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
２
年
度
に
30
～
39
歳
に
な
る
加
入
者
等

　

７
月
下
旬
に
学
校
法
人
等
宛
て
（
任
意
継

続
加
入
者
に
は
届
け
出
住
所
）
に
認
証
コ
ー

ド
を
通
知
し
て
い
ま
す
。

※�

す
で
に
平
成
30
年
度
に
ロ
グ
イ
ン
Ｉ
Ｄ
・

パ
ス
ワ
ー
ド
又
は
元
年
度
に
認
証
コ
ー
ド

を
お
知
ら
せ
し
た
人
は
通
知
の
対
象
外
で

す
。

③
３
年
度
以
降
に
30
歳
に
な
る
加
入
者
等

　

30
歳
に
な
る
年
度
の
６
・
７
月
に
学
校
法

人
等
を
通
し
て
認
証
コ
ー
ド
を
通
知
し
て
い

ま
す
。

商
品
交
換
の
方
法
・�

ポ
イ
ン
ト
の
有
効
期
限

　

２
０
０
０
ポ
イ
ン
ト
以
上
で
、
健
康
グ
ッ

ズ
な
ど
の
商
品
と
交
換
で
き
ま
す
。
貯
ま
っ

た
ポ
イ
ン
ト
は
ご
自
身
で
「
Ｑ
Ｕ
Ｐ
ｉ
Ｏ　

Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
」
Ｗ
ｅ
ｂ
版
か
ら
商
品
を
選
び
、

発
送
住
所
等
を
入
力
し
、
交
換
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
有
効
期
限
は
ポ
イ
ン
ト

獲
得
日
の
２
年
経
過
後
の
年
度
末
で
す
。

　

詳
細
は
、
私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
福

祉
事
業
▼
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ポ
イ
ン
ト
〕
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

1

2

3

「QUPiO Plus」Web 版に
アクセスする

（https://www.qupioplus.jp/user）

「新規登録会員の方はこちら」を
クリックする

初回認証用の認証コード及びログイン ID
（メールアドレス）を入力し「仮登録メール
を送信」をクリックする

初回認証用の認証コードは、40〜74歳の人は健康
情報冊子「QUPiO Plus」で、30〜39歳の人は7
月下旬に送付した通知文でご確認ください。

30〜39歳

認証コード
通知文

40〜74歳

図　利用登録の方法
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加入者
等

健診
施設

私学
事業団

　

自
己
負
担
に
よ
り
人
間
ド
ッ
ク
を
利
用
し
た
場
合
、
対
象
者
に
２
年
度
に
１
回
の
補
助
金
を
支

給
し
ま
す
。

●
対
象
者

　

人
間
ド
ッ
ク
受
診
日
に
お
い
て
、
満
35
歳

以
上
の
加
入
者
（
任
意
継
続
加
入
者
を
含
み

ま
す
）
及
び
被
扶
養
者
並
び
に
75
歳
以
上
で

引
き
続
き
勤
務
し
て
い
る
教
職
員
（
被
扶
養

者
を
除
き
ま
す
）

●
補
助
対
象
と
な
る
人
間
ド
ッ
ク

　

私
学
事
業
団
で
定
め
た
基
準
検
査
項
目
一

覧
表
の
検
査
を
す
べ
て
実
施
し
た
人
間
ド
ッ

ク
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
検
査
項
目
が
不
足

人
間
ド
ッ
ク
利
用
費
用
の
補
助

福
祉
部
　
保
健
課

し
て
い
る
と
補
助
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
の

で
、利
用
の
際
に
は
、検
査
項
目
漏
れ
の
な
い

よ
う
に
あ
ら
か
じ
め
健
診
施
設
に
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、任
意
追
加
検
査
に
つ
い
て
は
同
時

に
受
診
（「
同
日
」
に
「
同
じ
医
療
機
関
」で

の
受
診
を
指
し
ま
す
）し
た
場
合
の
み
、
補
助

対
象
と
な
る
検
査
も
あ
り
ま
す
。
基
準
検

査
・
任
意
追
加
検
査
に
つ
い
て
は
『
私
学
共

済
ブ
ッ
ク
２
０
２
０
・
２
０
２
１
〔
保
健
・

宿
泊
編
〕』
19
頁
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
学
校
内
の
健
康
診
断
及
び
学
校
法

人
等
が
福
利
厚
生
の
一
環
と
し
て
行
う
健
康

管
理
な
ど
は
、
学
校
法
人
等
に
対
す
る
補
助

事
業
で
は
な
い
た
め
補
助
の
対
象
に
は
な
り

ま
せ
ん
。

　

人
間
ド
ッ
ク
契
約
健
診
施
設
（
下
記
参

照
）
以
外
で
も
基
準
検
査
項
目
を
満
た
す
人

間
ド
ッ
ク
で
あ
れ
ば
、
補
助
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

●
補
助
金

　

消
費
税
を
除
く
利
用
料
金
の
50
％
相
当
額

を
補
助
金
と
し
て
支
給
し
ま
す
。
た
だ
し
、

補
助
限
度
額
は
２
万
５
０
０
０
円
と
な
り
ま

す
。

●
令
和
元
年
度
か
ら
の
見
直
し

　

元
年
度
を
初
年
度
と
し
て
、
従
来
の
毎
年

度
補
助
か
ら
、
２
年
度
に
１
回
の
補
助
に
見

直
さ
れ
ま
し
た
。

　

元
年
度
以
降
の
利
用
補
助
に
対
し
、
補
助

を
受
け
た
翌
年
度
が
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

（
例
）�

元
年
度
に
補
助
を
受
け
た
場
合
、
２

年
度
は
補
助
の
対
象
外

人
間
ド
ッ
ク
の
利
用
補
助
に
関
し
て
は�

私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を�

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

人
間
ド
ッ
ク
の
利
用
費
用
補
助
に
関
す
る

ペ
ー
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
数
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
掲
載
場
所
を
ご
紹
介
し
ま
す
の
で
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●�

人
間
ド
ッ
ク
の
利
用
費
用
補
助
事
業
の�

概
要
を
知
り
た
い
と
き

　

私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
福
祉
事
業
▼

健
康
管
理
に
役
立
つ
▼
人
間
ド
ッ
ク
の
利
用

費
用
補
助
〕（
図
参
照
）

●�「
人
間
ド
ッ
ク
利
用
補
助
金
請
求
書
」等
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
い
と
き

　

私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
様
式
用
紙
等

の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
〕

●�

人
間
ド
ッ
ク
契
約
健
診
施
設
を�

知
り
た
い
と
き

　

私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
加
入
者
用

ペ
ー
ジ
▼
契
約
施
設
検
索
〕

〔注1〕 領収証明を受けられない場合は、領収書（原本）を添付してください。
〔注2〕 任意継続加入者は、直接本事業団へ提出してください。補助金は原則１

か月半から２か月で送金します。
〔注3〕 受診日に40歳（当該年度中に達する人を含みます）から74歳までの被扶養

者及び任意継続加入者については、添付書類として「標準的な質問票DL」
及び「人間ドックの検査結果（写し）」又は「健診結果記入票DL」（本事業
団から送付する「特定健診元気ガイド」にも用紙があります）を必ず添付
してください。なお、添付のない場合は、原則として返送となります。

図　「人間ドックの利用費用補助」の掲載場所

トップページにある「福祉事
業」から「健康管理に役立つ」
をクリックし、次のページで

「人間ドックの利用費用補助」
をクリックするとアクセスで
きます。

●請求方法

❶

❹

❷

❺

❷� 「人間ドック利用補助金請求書 DL」に
領収証明を受ける〔注１〕

❸� 「人間ドック利用補助金請求書DL」を学校法人等へ
提出〔注２〕〔注３〕

❺補助決定・補助金送金

❻
補
助
金
支
給

❸

❻

❹ 学校法人等代表者の証明後
私学事業団へ提出〔注３〕

❶�人間ドックを利用し、窓ロで費用を自己
負担（加入者証などを提示）

学校
法人等
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「
学
校
加
入
コ
ー
ス
」と
は

学
校
法
人
等
の
福
利
厚
生
制
度
に�

お
す
す
め
で
す

　

学
校
加
入
コ
ー
ス
は
、
学
校
法
人
等
に
所

属
す
る
加
入
者
が
、
業
務
中
、
業
務
外
を
問

わ
ず
病
気
や
不
慮
の
事
故
に
よ
る
死
亡
又
は

高
度
障
害
と
な
っ
た
場
合
に
備
え
、
24
時
間

保
障
す
る
制
度
で
す
。
学
校
法
人
等
が
保
険

料
を
負
担
し
、
死
亡
保
険
金
は
弔
慰
金
・
死

亡
退
職
金
等
と
し
て
加
入
者
の
遺
族
に
、
高

度
障
害
保
険
金
は
加
入
者
本
人
へ
直
接
支
払

わ
れ
ま
す
。
学
校
法
人
等
の
福
利
厚
生
制
度

と
し
て
活
用
で
き
ま
す
。

保
険
料

・
原
則
全
額
損
金
と
し
て
処
理
で
き
ま
す
。

・�

収
支
決
算
を
１
年
ご
と
に
行
い
、
剰
余
金

が
生
じ
た
場
合
は
、
配
当
金
を
登
録
口
座

へ
振
り
込
み
ま
す
（
令
和
元
年
度
配
当
率

約
47
・
90
％
）。

保
障
額

・�

10
万
円
か
ら
３
０
０
万
円
の
10
種
類
の
中

か
ら
選
択
で
き
ま
す
。

・�

全
員
一
律
又
は
勤
務
年
数
や
年
齢
等
に
よ

り
、
加
入
者
別
に
保
障
額
を
設
定
す
る
こ

　

宿
泊
所
・
保
養
所
の
12
月
31
日
と
１
月
中

の
宿
泊
は
、
10
月
１
日
（
木
）
か
ら
予
約
受

付
を
開
始
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
の
電
話
が
集
中
す
る
た
め
、
一

時
的
に
つ
な
が
り
に
く
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※�

子
ど
も
料
金
の
対
象
は
、
３
歳
以
上
小
学

生
以
下
で
す
。

※�

宿
泊
予
約
は
、
電
話
で
各
宿
泊
所
・
保
養

所
に
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

金
沢
「
兼
六
荘
」
の
予
約
は
、
宿
泊
の
１

年
前
か
ら
受
け
付
け
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

私
学
事
業
団
で
は
、
介
護
に
関
す
る
ビ
デ

オ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
無
料
で
貸
し
出
し
て
い
ま

す
。貸

し
出
し
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ

①「
Ｄ
Ｖ
Ｄ
ブ
ッ
ク　

新
し
い
介
護　

基
本
の
き
」

　
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
５
枚
セ
ッ
ト
）

②
「
在
宅
介
護
教
室
」

　
（
ビ
デ
オ
全
５
巻
又
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
１
枚
）

③
「
す
こ
や
か
シ
ル
バ
ー
介
護
」

　
（
ビ
デ
オ
全
８
巻
）

④
「
在
宅
介
護
の
基
礎
と
実
践
」

　
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
全
10
枚
）

　

詳
し
く
は
、私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ〔
福

祉
事
業
▼
と
く
と
く
情
報
〕
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。申

し
込
み
方
法

　
「
介
護
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
借
入
申
込
書
DL
」
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
各
ガ
ー
デ
ン
パ
レ

ス
共
済
業
務
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※�

申
込
書
は
私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
様

式
用
紙
等
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
〕
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

�　

な
お
、
返
却
に
か
か
る
送
料
は
実
費
負

担
と
な
り
ま
す
。

と
が
で
き
ま
す
。

加
入
申
込
審
査

　

医
師
等
に
よ
る
審
査
は
な
く
、
加
入
資
格

（
告
知
内
容
）
に
該
当
す
れ
ば
申
し
込
み
が

で
き
、
申
し
出
の
な
い
限
り
自
動
更
新
と
な

り
ま
す
。

加
入
申
込
期
間（
３
年
４
月
１
日
加
入
）

　

２
年
11
月
２
日
～
30
日

※�

詳
細
は
、
10
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
発
送
す

る
後
期
募
集
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

共
済
定
期
保
険
後
期
募
集
の

ご
案
内
（
学
校
加
入
コ
ー
ス
）

福
祉
部
　
保
健
課

宿
泊
所
・
保
養
所
の
年
末
年
始
の

宿
泊
予
約
は
10
月
1
日
か
ら
で
す

施
設
部
　
管
理
課

厚
生
施
設
利
用
補
助
券
等
は
有
効
期
間
の

異
な
る
２
種
類
に
な
っ
て
い
ま
す

福
祉
部
　
保
健
課

介
護
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

福
祉
部
　
保
健
課

　

令
和
２
年
５
月
に
送
付
し
た
『
私
学
共

済
ブ
ッ
ク
２
０
２
０
・
２
０
２
１
〔
保
健
・

宿
泊
編
〕』
に
は
、
厚
生
施
設
利
用
補
助
券
、

健
康
増
進
宿
泊
施
設
利
用
補
助
券
を
と
じ
込

ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
度
発
行
の
分
か
ら
、
有
効
期
間
の
異

な
る
２
年
分
を
と
じ
込
ん
で
い
ま
す
の
で
、

使
用
す
る
際
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

再
発
行
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
紛
失
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

有
効
期
間

・
２
年
６
月
１
日
～
３
年
３
月
31
日

・
３
年
４
月
１
日
～
４
月
３
月
31
日

年末年始（12月31日～１月３日）の特別料金 （税込み）

宿泊所・保養所名 電 話 番 号
料　金（１泊２食）
大　人 子ども

湯　河　原　　敷　島　館 0465（63）3755 17,900円 10,400円

箱　　根　　対　岳　荘 0460（82）2094 17,500円 10,200円

鎌　　倉　　あじさい荘 0467（22）3506 13,500円 9,000円

葉　　山　　相　洋　閣 046（875）7300 15,500円 9,300円

金　　沢　　兼　六　荘 076（232）1239 14,300円（ツインA）
12月31日〜１月２日（3日間）

志賀高原　　やまゆり荘 0269（34）2102 9,500円 5,600円

軽　井　沢　　すずかる荘 0267（45）7311 13,300円 7,800円

京　　都　　白　河　院 075（761）0201 17,700円 10,500円
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共
済
業
務

私学共済ホームページをご活用ください
広報相談センター　広報班

　私学共済ホームページでは私学共済制度に関するさまざまな情報を掲載しています。また、緊急時や災害時にかか
る対応も、随時お知らせしていますので、ぜひご活用ください。

事務担当者用ページ4
　共済業務の事務に関する情報を掲載しています。
●共済業務スケジュール
　�事務担当者用の手続きに関するスケジュールと概要及
びＱ＆Ａ等
●事務担当者の基礎知識
　�各種手続きにかかる標準処理期間、新しく加入者にな
る皆さんへ、退職される皆さんへ等
●資格関係
　�資格取得報告等の電子媒体での申請、学校法人等にお
いて発行する療養資格証明書、各種Ｑ＆Ａ等
●年金関係
　老齢・退職の年金の請求案内
●福祉事業関係
　�特定健康診査・特定保健指導、私学健康経営支援サイト等
●私学共済制度の刊行物
　事務の手引、事務担当者連絡会・研修会テキスト等
※ ログインに必要なユーザー名及びパスワードは本誌18頁を参照

してください。

加入者用ページ5
　加入者の皆様に役立つ情報を掲載しています。
●私学共済制度の概要等
　�資格取得からの手続きフロー、新規加入者向け・退職
者向けの案内リーフレット
●私学共済制度の刊行物
　加入者向広報「レター」、私学共済ブック等
●福祉事業のご案内
　�契約施設検索、メンタルヘルス等健康相談サービス、
各種割引事業、郵送検診等

※ ログイン方法は『私学共済ブック 2020・2021〔保健・宿泊編〕』
又は最新の加入者向広報「レター」を参照してください。

様式用紙等のダウンロード6
　各種手続きの際に使用する様式用紙等の一部（本誌で�
DLマークが付いている用紙）がダウンロードできます。

アクセスはこちらから
URL：https://www.shigakukyosai.jp/ 

注目コンテンツ3
　特に知っておいていただきたい情
報はこちら。現在、「令和2年７月
豪雨への対応」を掲載していますの
でご活用ください。

きょうさいトピックス2
　私学共済制度に関するトピックス
を掲載しています。

私学共済制度の内容を
知りたいとき1

　資格、短期給付、年金等給付、福
祉事業を知りたいときはこちらをク
リック。マウスを当てるとそれぞれ
のコーナーの内容が表示されます。

①

②

③

④

⑤

⑥



２日（水） 貸付  送金

６日（日） 貸付  ８月分定期償還期限

10日（木） 貯金  払込期限（必着）

15日（火） 貸付  10月２日送金申し込み・任意償還申出締め切り

23日（水）
貯金  送金
貸付  送金

25日（金）
貯金  払戻・解約請求締め切り
積立共済年金  脱退申出等締め切り

28日（月）
掛金等  ８月分掛金等口座振替（自振校のみ）
貯金  後期加入申し込み開始
貸付  ９月分定期償還口座振替（自振校のみ）

30日（水）

掛金等  ８月分納期限
特健   特定健康診査にかかる健診結果データ

の提出期限（第１回目）
貸付  10月22日送金申し込み締め切り

月の共済業務スケジュール9

２日（金） 貸付  送金

６日（火） 貸付  ９月分定期償還期限

９日（金） 貯金  払込期限（必着）

15日（木） 貸付  11月２日送金申し込み・任意償還申出締め切り

月の共済業務スケジュール10

共済業務

共済事業本部
〒113 - 8441　東京都文京区湯島1-7-5
☎03（3813）5321（代表）
電話照会の際は、学校記号番号、加入者番号が
確認できるものをお手元にご用意ください。

　新たに積立貯金の加入を希望する場合、又はすでに加
入している人で、積立金額の変更や中断をしている積み
立ての復活を希望する場合は、上記の申込受付期間内に
書類を提出してください。
●制度のあらまし
　◦利率　�年0.25％（半年複利）
　　　※ 今後、金融情勢の変動等により変更する場合が

あります。
　◦積立金額単位　1,000円単位
　◦積み立て方法
　　①定時積立金　毎月の給与から積み立て
　　②臨時積立金　 年３回、夏期・冬期・春期の賞与等

から積み立て
　　　※臨時積立金のみの積み立てはできません。
　◦今回の申し込みによる積み立て開始
　　11月の給与から　※払込期限は12月10日（木）
●申し込み方法
　次の所定用紙で申し込んでください。
　◦新規加入　　　「貯金加入申込書」
　◦積立金額の変更「積立金変更申込書」
　◦積立貯金の復活「積立中断・復活届書」
　加入者から提出された書類を学校単位で一括して「貯
金関係書類送付内訳書」を添付のうえ、申込受付期間内
に提出してください。
　提出締め切り日：10月23日（金）私学事業団必着
●送付先（積立貯金書類専用）
　〒101-8709　日本郵便㈱神田郵便局私書箱第103号
　私学事業団共済事業本部　福祉部保健課貯金係
 【福祉部　保健課】

　私学事業団では、教職員生涯福祉財団と提携して教職員
の経済生活支援事業「アイリスプラン」を実施しています。
　詳しくは９月上旬に学校法人等に送付する募集パンフ
レットをご覧ください。
●専用フリーダイヤル　 0120（844）022
　受付　月～金曜日（祝日は除きます）
　時間　９時～17時15分
 【福祉部　保健課】

アイリスプランの募集

　令和２年度の定期健康診断を実施した学校法人等は、
特定健康診査にかかる健診結果データを取りまとめ、 
９月30日（水）までに提出してください。
　提出の際は、事務の効率化と記載不備防止のため、私
学事業団のフォーマットによるデータ作成にご協力くだ
さるようお願いします。
　詳しくは、７月下旬に送付
した事務担当者用「特定健
診・特定保健指導元気ガイ
ド」６～14頁をご覧くださ
い。私学共済ホームページ

〔事務担当者用ページ▶福祉
事業関係▶特定健康診査・特
定保健指導〕にも掲載してい
ます。
　　　　  【福祉部　保健課】

積立貯金の後期募集が始まります
申込受付期間　９月28日（月）〜10月23日（金）

令和２年度 特定健康診査にかかる
健診結果データの提出期限

〒113-8441　東京都文京区湯島1丁目7番5号　☎03（3813）5321（代表）

私学共済ホームページ

https://www.shigakukyosai.jp/
特定健診・特定保健指導の実施計画や概要のほか、提出物のデータフォーマット、マニュアルや
契約している実施医療機関の最新情報等を掲載していますので、参照してください。

令和3年3月から本格実施されるマイナンバーカードの健康保険証利用を着実に進めるため、マイナンバー
カード（利用者証明用電子証明書付）の取得をお願いします。申請等につきましては、下記のマイナンバー
総合サイトに申請してください。

電話でのお問い合わせ

代表電話がつながりにくい状態になっており、ご迷惑を

おかけしております。特に、月曜日や午前中は電話が大変

混雑しておりますので、ご了承ください。

日本私立学校振興・共済事業団
福祉部　保健課　健康管理係

　　　私学事業団では被扶養者・任意継続加入者用の『特定健診元気ガイド』において､ 市区
　　　町村が実施する「がん検診」を紹介しています。詳細は、私学共済ホームページをご覧
ください。また、「がん検診」について被扶養者・任意継続加入者から問い合わせがあった際には
ホームページへの誘導をお願いします。

＊「がん検診」は市区町村が実施するものであり、私学事業団が実施するものではありません。

「がん検診」のご案内

マイナンバーカードの取得促進への協力

被
扶

養

者への確実な受診券配
付

を
！

被扶養者にも
特定健診が必要です。

加入者
被扶養者

特定健康診査・特定保健指導の実施方針

個人情報の取り扱い
特定健康診査・特定保健指導の実施にあたり、個人情報については、＜独立行政法人等の保有
する個人情報の保護に関する法律＞に定める事項を遵守し厳重に取り扱います。

私立学校教職員共済「特定健康診査等実施計画」の公表
本事業は私立学校教職員共済「特定健康診査等実施計画」に基づき実施します。実施計画は
私学共済ホームページに公表しています。 あなたのサポートで

職員を元気に　学校を元気に！ ！特定健診　私学共済　　　　　で検索　福祉事業 ＞特定健康診査・特定保健指導　

03（3813）5321（代表）

監 修
東 京 臨 海 病 院

事務担当者用特定健診
特定保健指導
元気ガイド

SHS4025K01

令 和

年度版

マイナンバーカード申請　　　　　で検索　 マイナンバーカード交付申請 ‒ マイナンバーカード総合サイト

●事務担当者向け : 16-01p_2020.0617（校了）

私学事業団ホームページ　https://www.shigaku.go.jp/
助成業務　https://www.shigaku.go.jp/s_home.htm
共済業務　https://www.shigakukyosai.jp/（私学共済ホームページ）
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（「月報私学」はホームページにも掲載しています）

委員就任のお知らせ
◆運営審議会
　令和２年８月１日付
　新　任　　　佐　藤　　東洋士

私学振興事業本部
〒102 - 8145
東京都千代田区富士見1-10-12
☎03（3230）1321（代表）

助成業務

　助成業務の貸付金にかかる元金・利息の償還について
は、契約締結後に送付した「償還年次表」及び８月下旬
に送付した「貸付金返済期日のご案内（払込通知書）」を
参照のうえ、払込指定期日までに私学事業団指定口座に入
金してください。
　払込指定期日を過ぎますと、その翌日から支払日（本
事業団の口座に入金された日）までの期間について、延
滞金が発生しますのでご注意ください。
　また、償還金の振り込みに当たっては、次の点に留意
してください。
① 　「貸付金返済期日のご案内（払込通知書）」の「振込

依頼書」を使用し、「電信扱い」にしてください。
② 　インターネットバンキング等を利用する場合は、「振

込依頼書」に記載の法人番号と法人名を通信欄に入力
して、お振り込みください。

③ 　償還金は、設置学校ごとに分割して振り込まず、必
ず「学校法人単位」で一括してお振り込みください。

※ 私学事業団ホームページ〔助成業務のご案内▶融資▶
貸付金にかかるご返済について（令和２年９月分）〕
も併せてご覧ください。

� 【融資部　融資課】　 　　　　　　
� ☎03（3230）7871〜7873　　
� Eメール　yushi@shigaku.go.jp

●『令和元年度版 大学・短期大学編』（冊子＋CD-ROM）
 令和元年12月刊行　A４判661頁　8,250円（税込み）
●『令和元年度版 高等学校・中学校・小学校編』（CD-ROM）
 令和２年１月刊行　2,343円（税込み）

私学事業団の刊行物案内『今
こん

日
にち

の私学財政』

●『平成30年度版 幼稚園・特別支援学校編』（冊子）
 令和元年８月刊行　A４判248頁　2,037円（税込み）
●『平成30年度版 専修学校・各種学校編』（冊子）
 令和元年８月刊行　A４判285頁　2,037円（税込み）
　NPO法人学校経理研究会を通じて購入できますの
で、購入を希望される方は、NPO法人学校経理研究会 

（☎03（3239）7903・Eメール gaku@keiriken.net）に直接
お問い合わせください。

� 【私学経営情報センター　私学情報室】
� ☎03（3230）7846〜7848
� Ｅメール　center@shigaku.go.jp

　学校法人が行う経営改善の取り組みへの支援及び情報
の収集・提供を行っています。経営相談、財務分析、会
計処理、講師派遣など幅広いサービスを行っていますの
でご利用ください。
●主なサービスの内容
　◦財務分析等のデータ提供
　　① 　大学法人から小学校法人が直接、データや分析

資料等を出力閲覧できるシステム（私学情報提供
システム）を提供しています。

　　　※ ご利用には、私学事業団が発行する電子認証が
必要です。

　　② 　学校法人からの依頼に応じて資料を作成・提供
しています。

　◦会計処理等の相談
　　 　会計処理や実務上の取り扱い等の質問にお答えし

ています。
　◦学校法人等が主催する研修会への講師派遣
　　　本センターの職員を講師として派遣しています。
　◦各種セミナーの開催
　　　学校経営等に関するセミナーを開催しています。
　◦経営相談
　詳細は、私学事業団ホームページ〔助成業務のご案内
▶経営支援・情報提供〕をご覧ください。

　　　　　　　【私学経営情報センター　私学情報室】
　　　　　　　　��☎03（3230）7846〜7848（会計相談）
　　　　　　　　��　　　　　�7839（データ提供）
　　　　　　　　��　　　　　�7839（講師派遣）
　　　　　　　　��　　　　　�7849〜7851（セミナー）
　　　　　　　　��Ｅメール　center@shigaku.go.jp
　　　　　　　【私学経営情報センター　経営支援室】
　　　　　　　　��☎03（3230）7826・7828（経営相談）
　　　　　　　　��Ｅメール　shien@shigaku.go.jp

令和２年度　私学経営情報センターが行う
サービスのご案内

助成業務の貸付金にかかる償還のご案内
（令和２年９月分）
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災害復旧事業に対する融資制度について
私学事業団では、被災された学校法人等の円滑かつ迅速な復
旧のための支援策として、災害復旧事業に対する低利融資制
度を設けています。

校舎、園舎などの建築や土地の購入、機器備品の購入な
ど、一般の融資金利は以下のとおりです。施設設備の整
備の際にぜひ事業団資金の活用をご検討ください。

問い合わせ先（私学振興事業本部）

■主な事業と融資金利（令和２年8月現在）

主な事業内容
返済期間（据置年数含む）

30年以内 20年以内 10年以内 ６年以内

校（園）舎などの
建築・用地取得

年％

0.80 0.60 0.307 0.403

寄宿舎などの
建築・用地取得 0.90 0.70 0.407 ―

園バスや備品
などの購入 ― ― 0.307

（5.5年以内）

0.303
※�返済期間が30年以内（21年以上）の融資は、1貸付契約当たりの融資額が
10億円以上の場合にご利用いただけます。また、木造建築については、対
象となりません。
※�金利は毎月見直しています。なお、金利は融資契約時点の金利が適用され、
償還完了までの固定金利となります。

◆融資条件（令和２年8月現在）

融資費目 対象となる事業
返済期間
（据置年数
含む）

融資金利

災害復旧費
（特別災害）

激甚災害に指定され、国か
ら補助金の交付を受ける災
害復旧事業（施設・設備等
の原形復旧）

25年
以内

年％

0.30

災害復旧費
（一般災害）

特別災害以外の災害復旧事
業（施設・設備等の原形復旧）

20年
以内 0.30

教育環境整備費
（災害復旧経営資金）

激甚災害（本激）により被
災し、被害の程度の著しい
学校法人の円滑かつ迅速な
復旧のため、緊急に必要な
資金

７年
以内 0.001

※�本事業団の借入金の償還金（利息、延滞金を含みます）を滞納している法人、紛争、
法令違反などの状態にある法人等は、原則として対象とはなりません。

融資部融資課　☎03（3230）7862～7868
Ｅメール　yushi@shigaku.go.jp

融資事業のご案内 詳細は私学事業団ホームページをご覧ください
https://www.shigaku.go.jp/s_yushi_menu.htm

１泊２食（２名 1室／1名様）� 9,500円
取扱期間：通年

暫
しばらく

「夕
ゆう

凪
なぎ

」プラン
灘・伏見と並ぶ銘醸地として有名である東広島・安芸西条。食欲
の秋、肌寒くなる冬は、日本酒をお供に酒処・安芸西条を散策し
てみてはいかがでしょうか。

西条本町歴史広場

１泊２食（２名 1室／1名様）� 9,600円
取扱期間：令和2年9月1日～11月30日
※1名1室でご利用の場合、500円の割り増しとなります。

紅葉プラン
和食会席で旬の食材をお楽しみいただくプランです。
一足早い秋を迎える軽井沢で、鮮やかな紅葉に包まれたひととき
を過ごしませんか。

雲場池の紅葉

軽井沢　 すずかる荘 〒389-0111　長野県北佐久郡軽井沢町大字長倉3607　☎0267（45）7311
JR「軽井沢」駅から、しなの鉄道「中軽井沢」駅南口から、徒歩10分

〒732-0052　広島市東区光町1-15-21　☎082（262）1122（代表）
JR「広島」駅新幹線口から徒歩５分
https://www.hotelgp-hiroshima.com/

宿泊施設のご案内

月報私学　9月号（VOL.273）令和2年9月1日発行
編集・発行　日本私立学校振興・共済事業団　〒102-8145　東京都千代田区富士見1-10-12　☎03（3230）7809～7811（企画室）

（禁無断転載）　

加入者の予約は公式ホームページ
からの予約が断然お得です！


